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序　　　　文

この報告書は，一般国道220号鹿屋バイパス改築工事に伴って，鹿屋市大

浦町に所在する中ノ原遺跡・中ノ丸遺跡の北側延長部分について平成16年

度に実施した発掘調査の記録です。

両遺跡では，前回の調査と同様に，縄文時代，弥生時代を中心に地域的

特色を示す遺構や遺物が発見されました。これらの資料は，大隅地方に住

んだ先人たちの，生活の一端を明らかにする貴重な手掛かりを提供するも

のと考えています。

本報告書が，県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対

する関心とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれ

ば幸いです。

最後に，調査に当たりご協力いただいた国土交通省大隅河川国道事務所，

鹿屋市教育委員会並びに発掘調査に従事された地域の方々に厚く御礼申し

上げます。

平成18年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所　長　上　今　常　雄



第１図　遺跡位置図（2万5千分の1）







例　　　　言

１　本報告書は，「一般国道220号鹿屋バイパス建設」に伴う，中ノ原遺跡・中ノ丸遺跡の発掘調査

報告書である。

２　発掘調査は，国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所から鹿児島県教育委員会が受託し，

鹿児島県立埋蔵文化財センターが実施した。

３　発掘調査は，平成16年度に実施し，整理作業及び報告書作成は，平成17年度に実施した。

４　遺物番号は，通し番号とし，本文，挿図，図版の番号は一致する。

５　昭和60・61年度の調査で報告された遺物・遺構を再掲する場合には，それぞれ次のように遺物

番号，遺構番号を示すこととする。

鹿児島県立埋蔵文化財発掘調査報告書（48）「中ノ原遺跡（Ⅰ）」に掲載されている遺構・遺物

の場合，遺構・遺物番号の後に（中ノ原Ⅰ）

鹿児島県立埋蔵文化財発掘調査報告書（52）「中ノ原遺跡（Ⅱ）」に掲載されている遺構・遺物

の場合，遺構・遺物番号の後に（中ノ原Ⅱ）

鹿児島県立埋蔵文化財発掘調査報告書（48）「中ノ丸遺跡」に掲載されている遺構・遺物の場

合，遺構・遺物番号の後に（中ノ丸）

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。

７　本書で用いたレベル数値は，海抜絶対高である。

８　発掘調査における図面の作成及び写真撮影は，調査担当者が行った。出土遺物撮影については，

吉岡 康弘が行った。

９　本書の執筆・編集は主として高岡 和也がこれにあたり，一部を立神 次郎（石器），平 美典

（弥生土器），吉井 秀一郎（中ノ原竪穴住居跡，集石，土坑）が担当した。

10 出土した遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示，活用する予定である。
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第１節　調査に至るまでの経過

昭和53年，建設省九州地方建設局大隅工事事務所（現：国土交通省九州整備局大隅河川国道事務

所，以下大隅河川国道事務所）は，一般国道220号鹿屋バイパスの建設を計画し，事業区内の埋蔵

文化財の有無について，鹿児島県教育委員会文化課（現：文化財課）に照会した。これを受けて，

鹿児島県教育委員会は，工事予定地内の遺跡分布調査を実施した。

その結果，笠ノ原から祓川地区については，王子遺跡をはじめ４遺跡が発見され，昭和56年度か

ら昭和59年度にかけて発掘調査が実施された。

大浦・郷之原地区については，昭和59年４月，第二次調査として分布調査を実施し，７地点の遺

物散布地が確認された。分布調査の結果，７地点の確認調査が必要となり，大隅河川国道事務所と

鹿児島県教育委員会との協議に基づき，大隅河川国道事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結

ばれ，昭和60年４月22日～５月25日に確認調査が実施された。

確認調査の結果，遺跡の存在が確認されて本調査を実施することとなった。本調査は，大隅河川

国道事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が締結され，昭和60年10月以降本調査を実施すること

となった。

本調査は，確認調査が散布地点の遺跡の有無を確認するだけに留めたので，建設予定地内の遺跡

の範囲を限定する調査（二次確認調査）を実施しながら全面調査に移るという方法で行った。さら

に，工事に長期間を要する橋梁部分などについては，その部分を先行して本調査を実施することと

した。

鹿児島県教育委員会が実施した各遺跡の年次ごとの発掘調査の概要は，第１・２表「鹿屋バイパ

ス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査遺跡一覧表１・２」に示したとおりである。

中ノ原遺跡は，昭和60年10月７日～昭和61年３月17日と昭和61年６月22日～７月17日，昭和61年

10月３日～昭和62年３月４日に，中ノ丸遺跡は，昭和61年２月12日～３月17日と昭和61年７月18日

～10月８日に道路建設工事を施工する部分についてのみ発掘調査を行い，道路建設部分の中心線か

ら北側に予定される緑地帯部分については発掘調査は実施しなかった。しかし，この発掘調査の結

果，鹿児島県教育委員会は，中ノ原・中ノ丸両遺跡とも緑地帯部分への遺跡の広がりを指摘し，

「道路工事等に変更が生じた場合は，協議の上，埋蔵文化財の保存処理を行わなければならない。」

と報告した。

これらの経過を受け，大隅河川国道事務所と鹿児島県教育委員会との協議に基づき，中ノ原・中

ノ丸両遺跡の道路の中心線から北側の緑地帯部分について，平成16年７月11日～平成16年12月24日

に中ノ原遺跡4，680㎡（遺跡面積1，560㎡），中ノ丸遺跡1，960㎡（遺跡面積980㎡），合わせて6，640㎡

（遺跡面積2，540㎡）を対象として，実働（84日間）の発掘調査を県立埋蔵文化財センターが実施し

た。（中ノ丸遺跡については，竪穴住居跡延長部分の調査を，進入路付け替えを行った後，平成17

年２月４日～平成17年３月11日まで実施した。）
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第２節　調査の組織　

平成16年度　発掘調査

事 業 主 体 者　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所

調 査 主 体 者　鹿児島県教育委員会

調査企画・調整　鹿児島県教育委員会文化財課

調　査　総　括　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　　　　　　　木原　俊孝

調　査　企　画　　　　　　　〃　　　　　　　　次長兼総務課長　　　　　　　賞雅　　彰

〃　　　　　　　　調　査　課　長　　　　　　　新東　晃一

〃　　　　　　　　調査課長補佐　　　　　　　立神　次郎

〃　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査係長 牛ノ　　修

調 査 担 当 者　　　　　　　〃　　　　　　　　文 化 財 主 事　　　　　　　高岡　和也

〃　　　　　　　　文 化 財 主 事　　　　　　　吉井秀一郎

〃　　　　　　　　文化財調査員　　　　　　　佐藤　真人

調査事務担当者　　　　　　　〃　　　　　　　　総　務　係　長　　　　　　　平野　浩二

〃　　　　　　　　主　　　　　査　　　　　　　脇田　清幸

平成17年度　報告書作成

事 業 主 体 者　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所

調 査 主 体 者　鹿児島県教育委員会

調　査　総　括　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　　　　　　　上今　常雄

調　査　企　画　　　　　　　〃　　　　　　　　次長兼総務課長　　　　　　　有川　昭人

〃　　　　　　　　次長兼調査第一課長　　　　　新東　晃一

〃　　　　　　　　調査第二課長　　　　　　　立神　次郎

〃　　　　　　　　主任文化財主事兼第二調査係長 牛ノ　　修

調 査 担 当 者　　　　　　　〃　　　　　　　　文 化 財 主 事　　　　　　　高岡　和也

〃　　　　　　　　調査第二課長　　　　　　　立神　次郎

調査事務担当者　　　　　　　〃　　　　　　　　主幹兼総務係長　　　　　　　平野　浩二

〃　　　　　　　　主　　　　　査　　　　　　　寄井田正秀
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第３節　調査の経過

調査は平成16年７月12日（月）から平成17年12月24日（金）まで中ノ原・中ノ丸遺跡の調査を実

施した。中ノ丸遺跡については，竪穴住居跡延長部分の調査を，進入路付け替えを行った後，平成

17年２月４日（金）平成17年３月11日（金）まで実施した。

以下，日記抄により発掘調査の経過を略述する。

７月５日（月）から７月９日（金）

中ノ原遺跡の表土剥ぎを行う。道路建設に伴う緑地帯になっていたため，橋脚付近の斜面だ

った部分は盛土が厚く（５ｍを超える部分もある）また，道路供与後多くの店舗ができており

店舗進入路により調査区が寸断される状態となった。

７月12日（月）から７月28日（水）

中ノ原遺跡

①・⑤・⑥地点Ⅱ層～Ⅳ層調査，⑤・⑥地点グリッド杭設定

８月３日（火）から８月27日（金）

中ノ原遺跡

①地点　遺物出土状況写真撮影　不明土坑（炭入土坑）調査　グリッド杭設定

②～④地点　Ⅱ～Ⅳ層調査　グリッド杭設定　ピット検出，調査

⑤地点　Ⅱ層出土遺物取上　Ⅴ・Ⅵ層調査　Ⅶ層上面コンタ図作成

⑥地点　古道検出，実測　Ⅴ・Ⅵ層調査　Ⅶ層上面コンタ図作成

９月１日（水）から９月28日（火）

中ノ原遺跡

台風16・18・21号接近　台風16号によりプレハブ２階壁一部破損　フェンス破損

①地点　Ⅵ～Ⅷ層調査　情報ボックス露呈部分養生

⑤地点　Ⅵ～Ⅷ層調査　遺物取上　グリッド杭打ち直し　土坑配置図作成　Ⅹ層調査

⑥地点　Ⅵ～Ⅷ層調査　一部Ⅹ層調査　縄文後期竪穴住居跡調査

10月４日（月）から10月28日（木）

中ノ原遺跡

①地点　Ⅵ～Ⅷ層調査　土坑調査　Ⅹ層調査　下層確認トレンチ調査

②～④地点　Ⅶ～Ⅷ層調査　下層確認トレンチ調査

⑤地点　Ⅹ層調査　土坑調査，実測　土層断面実測　下層確認トレンチ調査　埋め戻し　

⑥地点　縄文後期竪穴住居跡調査　Ⅹ層調査　

中ノ丸遺跡

表土剥ぎ立会
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11月１日（月）から11月25日（木）

中ノ原遺跡

①地点　炭化木入り土坑調査　焼土跡調査

②地点　Ⅶ～Ⅷ層調査　下層確認トレンチ調査

③地点　Ⅸ～Ⅹ層調査　下層確認トレンチ調査

④地点　Ⅶ～Ⅷ層調査　Ⅹ層調査　下層確認トレンチ調査

⑤地点　埋め戻し　

⑥地点　縄文後期竪穴住居跡調査　Ⅹ層調査　

中ノ丸遺跡

⑦地点　遺構検出，円形周溝１基検出　グリッド杭設定　Ⅶ層状面コンタ図作成　

ピット調査　遺構配置図作成

⑧地点　グリッド杭設定　遺構精査　Ⅲ層調査　

⑨地点　グリッド杭設定　遺構精査　弥生時代竪穴住居跡検出調査　Ⅲ層調査　

⑩地点　グリッド杭設定　遺構精査　Ⅲ層調査　古道検出調査

12月１日（水）から12月24日（金）

中ノ原遺跡

①地点　炭化木入り土坑調査　焼土跡調査

⑥地点　縄文後期竪穴住居跡調査　

中ノ原遺跡調査終了

中ノ丸遺跡

⑦地点　円形周溝調査　ピット調査　Ⅷ～Ⅹ層調査

⑧地点　Ⅷ～Ⅹ層調査　ピット調査

⑨地点　弥生時代竪穴住居跡調査　石剣出土　石鏃未製品出土　ピット調査　集石検出，調　

査　Ⅷ～Ⅹ層調査　　

⑩地点　古道調査　近世墓調査　集石調査　Ⅷ～Ⅹ層調査　Ⅹ層より磨製石鏃出土

１月中旬より，⑦地点・⑨地点遺構調査のため，進入路付け替え工事開始。

２月４日（金）から２月25日（金）

中ノ丸遺跡

新⑦地点　遺構精査　ピット検出，調査

新⑨地点　弥生時代竪穴住居跡調査　溝検出　古道検出

雨の日が多く，排水場所のない調査区のため水が溜まり，調査できる日が少なかった。

３月１日（金）から３月11日（金）

中ノ丸遺跡

新⑨地点　弥生時代竪穴住居跡調査　溝調査　古道調査

中ノ丸遺跡調査終了
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第４節　報告書作成業務の経過

１　報告書作成業務の経過

中ノ原・中ノ丸遺跡の発掘調査報告書作成業務は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで平

成17年４月から平成18年３月まで行った。月ごとの作業工程は次に示す通りである。

４月　遺物注記，遺物分類，遺物接合

５月　遺物分類，遺物選別

６月　遺物接合，遺物選別，土器実測

７月　遺物接合，土器実測，石器実測，拓本，遺構トレース

８月　遺物分類，遺物選別，土器実測，石器実測，拓本，計測

９月　土器実測，石器実測，計測，遺物トレース

10月　土器実測，石器実測，計測，遺物トレース，レイアウト

11月　土器実測，石器実測，遺構トレース，遺物トレース，レイアウト，原稿執筆

12月　写真撮影，原稿執筆

１月　入札，文章校正

２月　遺物・図面整理及び収納

３月　遺物・図面整理及び収納

第５節　発掘調査及び報告書作成業務従事者

発掘調査従事者

荒川　リツ子　　有村　幸次　　上原　正治　　内田　忠則　　大平　義男

岡本　勝紀　　奥村　タエ子　　尾迫　和幸　　面高　時紀　　川井田　裕子

川原　時夫　　熊迫　正弘　　兒島　　明　　兒島　　治　　小城　武光

小城　洋子　　迫　フミ子　　佐々木イツ子　　芝原　ツミ子　　芝原　守之

下村　シヅ子　　鈴木　しまよ　　瀬戸口　清志　　武元　正子　　戸柱　高雄

中塩屋　貞男　　中野　レイ子　　西門　純行　　西ノ原　ムツ　　橋口　スエ子

東　　孝二　　久永　六雄　　藤崎　貴代　　松崎　クミ子　　宮田　順子

八木　　聡　　八木　宗二　　山形　丸視　　吉元　春義　　谷本　一美

浜谷　敬子　　比地黒美千代　　牧山　裕子

報告書作成業務従事者

伊藤　ひとみ　　岩下　亮子　　小薗　裕子　　児玉さつ子　　竹之下ハルミ

中住　まゆみ　　西村　律子　　山下　洋子　　久保　可代　　瀬戸口　良子

鶴丸　米子　　橋口　そのみ　　堂籠　久代　　児玉　節子　　後藤　万里子

榮　　素子　　大王　美代子
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第１節　遺跡の位置及び自然環境

鹿屋市は，大隅半島のほぼ中央に位置し，昭和16年に市制を施行し，大隅地方の中心的都市とし

て位置づけられている。また，平成18年１月には，輝北町，串良町，吾平町との合併により，人口

10．6万人の都市となった。市街地の北部に高隈山系がそびえ，大箆柄岳（1，236m）を主峰に横岳，

御岳など1，000m級の山系が連なり，地質は四万十層群と，それを貫く高隈花崗岩から成る急峻で深

い森林に覆われ，東部から北部にかけては，鹿児島湾奥に形成された姶良カルデラより約24，000年

前に噴出したといわれる入戸火砕流堆積物（シラス）によりできた標高約50～170ｍのシラス台地

が広がっている。本地域のシラス台地は内部を貫流する河川によって大小いくつかに区分すること

ができる。太田・河内（1965）は，鹿屋市街地を流れる肝属川以西の台地を鹿屋原台地，肝属川と

串良川に挟まれる台地を笠野原台地，串良川以東の台地を野方台地としたが，米谷清二（1971）は

串良川と持留川に挟まれる台地を永吉台地，持留川と田原川に挟まれる台地を大崎台地とし，この

他の台地もあわせて大隅中央台地群とした。

本遺跡の位置する鹿屋原台地は，鹿屋市街地の西部から南部にあり，北側の郷之原から海上自

衛隊基地のある野里を経て南側の大姶良にかけて広がっており，台地の面積は約24 である。郷

之原付近の海抜は約70ｍ，大姶良付近の海抜は約50ｍで，全体として北から南に傾いているが，

その平均傾斜は１％程度できわめて平坦となっている。

本遺跡の位地する台地北側の郷之原・大浦付近では肝属川の支流により浸食され分断されてい

るが，それ以外の地点では一部浅く開析されてはいるものの連続性が良く一連の台地となってい

る。河川に沿ってのびる台地末端の急崖部分での観察によれば，入戸火砕流堆積物の厚さは約30ｍ

である。

第２節　歴史的環境

１　旧石器時代

鹿屋バイパス建設に伴う発掘調査により，榎崎Ａ遺跡では，細石器文化期の遺物が，榎崎Ｂ

遺跡では，多くの礫群とピット群を伴う細石器と局部磨製石斧が検出された。西丸尾遺跡では，

細石器とナイフ型石器文化の両文化層の遺構・遺物が検出されている。また，古江バイパス建

設に伴う根木原遺跡Ａ地点の発掘調査では，細石器とナイフ型石器文化の両文化層の遺構・遺

物が検出され，その中でもナイフ型石器文化期に相当する大量の水晶製遺物が出土している。

２　縄文時代

草創期の遺跡としては，南町の伊敷遺跡が著名である。薩摩火山灰の下部より隆帯文土器と

石斧が検出された。上楠原遺跡では，貝殻による施文のある土器片及び無文土器が出土し，西

丸尾遺跡でもこの時期の遺構・遺物が検出された。

早期になると，上楠原遺跡，岩之上遺跡，打馬平原遺跡，谷平遺跡，榎崎Ａ遺跡などから，前

平式土器，手向山式に類似する押型文土器，塞ノ神式土器，石坂式・吉田式土器などの土器や

集石が検出されている。前畑遺跡では，多くの集石遺構とともに平栫式土器（壺形を含む）が
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出土している。中ノ原遺跡でも石坂式土器の範ちゅうに属すると考えられる土器が出土している。

前期の遺物が出土した主な遺跡として，神野牧遺跡，榎田下遺跡，榎木原遺跡，中ノ原遺跡が

あげられる。それぞれ轟式・曽畑式系統の土器，前平式土器等が出土している。

中期に該当する遺物が出土した遺跡は，県内他地域の傾向と同様で少ない。榎木原遺跡，榎田

下遺跡，前畑遺跡，飯盛ヶ岡遺跡でわずかながら検出されている。根木原遺跡Ｂ地点でも春日式

土器の出土が確認されている。

後期になると榎田下遺跡で市来式土器が，中ノ原遺跡で指宿式・市来式・西平式土器が，榎木

原遺跡では，岩崎上層式・市来式土器が出土している。柴立遺跡・小薄遺跡はこの時期の遺跡と

して知られている。

晩期の遺物が出土した遺跡としては，上祓川遺跡群の丸岡・水ノ谷遺跡，宮の脇遺跡，榎木原

遺跡，中ノ原遺跡，中原山野遺跡等があげられる。

３　弥生時代

水ノ谷遺跡，榎木原遺跡では，前期から中期にかけての資料が検出されている。特に板付Ⅱ式

に比定される壺や亀ノ甲式の甕，榎木原遺跡ではさらに西瀬戸内の影響を思わせる縦位突帯をも

つ壺などは大隅半島における当時の状況を把握するために大切な資料である。王子遺跡は中期末

から後期初頭の大集落として全国に広く知られている。中ノ丸遺跡では中期末から後期初頭にか

けて竪穴住居跡や円形周溝状遺構が検出され，中ノ原遺跡，前畑遺跡でも本時期の遺構・遺物が

検出されている。高付遺跡では中期から古墳時代にかけての河内・瀬戸内・東九州地方の影響を

考えさせる資料が出土している。

４　古墳時代

大隅半島志布志湾沿岸や肝属川流域は，高塚古墳や地下式横穴の本県における分布の中心地と

なっている。鹿屋地方では，西祓川町の円墳３基と短甲衝角付胄が出土した地下式土壙，野里町

の円墳３基，岡泉Ｂ遺跡の円墳３基，大浦町の地下式横穴が知られる。本時代の生活遺構として

は，成川式土器を主体とした早山・宮の脇遺跡，上原遺跡，俣刈遺跡，鶴羽遺跡等が知られる。

根木原遺跡Ｃ・Ｄ地点からも成川式土器を主体とした竪穴住居跡などが確認されている。

５　歴史時代

奈良時代から平安時代の遺物が出土した遺跡として，飯盛ヶ岡遺跡，榎崎Ａ・Ｂ遺跡，宮の脇

遺跡等があげられる。宮の脇遺跡では，青銅製の帯金具が出土し古代官位制を示す貴重な資料と

して注目されている。中ノ原・中ノ丸遺跡からも中世から近世にかけての遺構・遺物が検出され

ている。また，南北朝から戦国時代にかけての山城が多数存在している。

〈引用・参考文献〉

・「鹿屋市史　上巻」鹿屋市史編集委員会　1967

・「鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（48）概要編　中ノ原遺跡Ⅰ，Ⅱ　中ノ丸遺跡」1989

・「鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（63）榎崎Ａ遺跡」1992

・「鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（64）西丸尾遺跡」1992

・「鹿児島県埋蔵文化財センター発掘調査報告書（76）中野西・松山田西遺跡」2004
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第２図　周辺遺跡位置図（2万5千分の1）
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第３節　大浦・郷之原地区の基本的層序

大浦・郷之原地区は，中央に西迫の谷が入り大浦地区と郷之原地区に区分される。そして，大浦

地区と郷之原地区の二つの平坦な広い台地を形成している。しかし，昭和60年から61年の調査の層

位では削平状況や盛土状況が観察され，当時は起伏の多い台地であったことが確認された。いずれ

も近年，大型の農地整備が行われ平坦な台地上に畑地が作られたものである。

大浦・郷之原地区の基本的層序は，表層のⅠ層からこの台地の基盤層である入戸火砕流堆積物

（シラス）まで　層に分かれ，さらに細分される層もある。上層から順次説明すると次のようになる。

Ⅰ層は緑地帯橋梁建設のための盛土層，昭和60年当時

の耕作土層，農地整備のための盛土層，農地整備以前の

耕作土層がある。

Ⅱ層は黒色層で，中世の遺物や遺構が検出される。削

平を受けており，残存している部分は少ない。

Ⅲ層は，黒褐色土層で弥生時代中期末～後期初頭の包

含層である。

Ⅳ層は，黄白色土層である。Ⅲ層の下部に薄い黄白色

の粉末が浮遊した状態で観察される。

Ⅴ層は茶褐色土層で，縄文時代晩期の包含層を形成し

ている。

Ⅵ層は黄褐色土層であり，アカホヤ火山灰層の二次堆

積層である。中ノ原・中ノ丸遺跡では，下層にⅦ層にあ

たる池田降下軽石が浮遊した状態で堆積している。この

軽石層より上面がⅥ層になる。Ⅵ層は，縄文時代前期か

ら後期の包含層である。

Ⅷ層は，アカホヤ火山灰に相当する。赤褐色火山灰層

（Ⅷａ）と黄橙色軽石層（Ⅷｂ）に細分される。アカホヤ火山灰は縄文早期と前期の重要な指標層

となっている。

Ⅸ層は，灰褐色土層で，ブロック状をなし部分的に確認されるものである。指宿市権現山付近に

厚く堆積してていることから権現山火山灰と呼ばれるものである。

Ⅹ層は，茶褐色の粘土層で縄文時代早期の包含層である。

層は，黄褐色軽石粒混暗褐色土層でいわゆる薩摩火山灰と呼ばれる火山灰堆積物である。晩期

旧石器～縄文時代草創期と縄文時代早期を区分する重要な指標層である。

層は，茶褐色の粘質土層チョコ層とも呼ばれる。一般的には細石器文化が包含されるが，中ノ

原・中ノ丸遺跡では確認されなかった。

層は，桃白色土層の通称ヌレシラスと呼ばれる入戸火砕流の二次堆積物である。

層は，入戸火砕流堆積物で通称シラスと呼ばれている。



中ノ原遺跡
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第１節　発掘調査の経過

中ノ原遺跡は，一般国道220号鹿屋バイパス建設に伴って昭和60年度～昭和62年度に県教育委員

会が発掘調査を実施した。また，バイパス供用開始後の平成６年度～平成10年度の間に周辺の店

舗・駐車場等の建設工事に伴う３箇所の埋蔵文化財発掘調査を鹿屋市教育委員会が実施した。

これらの発掘調査については，鹿児島県立埋蔵文化財発掘調査報告書（48）「中ノ原遺跡（Ⅰ）」，

（52）「中ノ原遺跡（Ⅱ）」，鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書（34）「中ノ原（Ⅰ）遺跡」，（46）「中

ノ原（Ⅴ）遺跡」，（51）「中ノ原（Ⅵ）遺跡」によって報告されている。

今回の発掘調査は，バイパス改築工事に伴う中ノ原遺跡北側延長部分の発掘調査である。

第２節　発掘調査の方法

１　グリッド設定及び調査範囲

グリッドの設定は，遺構の広がり，遺物の出土状況を対比しやすくするために，昭和60年度

調査グリッドと同様に，工事用センター杭№354と№360を基準に10ｍ×10ｍのグリッド設定を

行い，西端から１～44区，南から北へＡ～Ｉ区とし，発掘調査を行った。

昭和60年度の調査時と違い，現在はバイパス沿いに店舗ができており，調査区が店舗等への

進入路及び市道で分断されてしまいグリッドごとの調査が困難になるため，進入路・市道及び

情報ボックスで区切られたブロックごとに，中ノ原遺跡東側から順に①・②・③・④・⑤・⑥

地点として発掘調査を行った。

進入路及び市道の調査については遺物・遺構の状況を見て協議することとした。遺構・遺物

の検出・出土状況から判断し，今回は進入路部分の調査は行わなかった。

また，西端の部分（１区～４区）は，谷部のため盛土が厚く，前回調査時（昭和60）の表土

部分まで５ｍ以上あり，調査することができなかった。

２　調査の方法

重機（バックホー）によって緑地帯となっていた部分の盛土，及び旧表土を除去し，それ以

後は人力（山鍬・ジョレン・ねじり鎌・移植コテ等）で　層（薩摩火山灰層）上面まで掘り下

げを行った。

排出土は，調査範囲が狭いためにそれぞれの調査地点内に排出土仮置き場を設け，バックホ

ーでダンプにすくい上げ排出土置き場に搬送するという方法をとった。

また，調査区のすぐ横が交通量の多いバイパスであるために，安全対策として道路側にガー

ドレールを設置したり，土嚢を積むなどした。調査区の周りには丸太杭を打ち込み，標識ロー

プで囲み転落防止等の対策を行った。
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第１節　縄文時代の成果

１　調査の概要

昭和61年度の中ノ原遺跡の調査により，縄文時代は，Ⅹ層（アカホヤ火山灰下）に早期に該

当する時期（Ｄ・Ｅ－６・７区とＤ・Ｅ－18・19区付近）やⅥ層に前期と後期に該当する時期

（当時の調査区のほとんど全域），Ⅴ層には晩期に該当する時期（Ａ～Ｆ－７区付近から以西）

の三時期の包含層が確認されている。

今回の調査では，前回の調査で早期の包含層が確認されたＤ・Ｅ－６・７区とＤ・Ｅ－18・19区

付近及びその他の区域においても早期の遺構・遺物の検出・出土は確認できなかった。前期は

Ａ・Ｂ－７区以西に中心が存在していると前回の調査で確認されており，今回の調査範囲では

確認されなかった。後期に該当する遺物は，今回の調査においてもほぼ全域で検出されている。

中でも後期に該当する竪穴住居跡が１軒検出された。晩期に該当する遺構・遺物はＦ－18区周

辺に焼土跡１基，石器が出土した。

２　縄文土器の分類

土器の分類は前回の調査と同様に，早期該当のⅠ類から晩期の　類に分類することとする。

各類別土器の特徴は，次のようである。

Ⅰ類土器・・・貝殻文円筒系土器［Ⅹ層　早期］

Ⅱ類土器・・・隆帯文系土器（隆帯文を貼付する系統）［Ⅵ層　前期］

Ⅲ類土器・・・条痕文系土器（条痕文で器面全体を整形する系統）［Ⅵ層　前期］

Ⅳ類土器・・・押引条線文系土器（数条の押引状の条線文で文様帯を作る系統）［Ⅵ層　前期］

Ⅴ類土器・・・沈線文系土器（沈線文を幾何学的に施文し文様構成する系統）［Ⅵ層　前期］

Ⅵ類土器・・・貝殻刺突文＋凹線文系土器［Ⅵ層　後期］

Ⅶ類土器・・・凹線文＋貝殻刺突文充填系土器［Ⅵ層　後期］

Ⅷ類土器・・・細形平行凹線文系土器［Ⅵ層　後期］

Ⅸ類土器・・・肥厚口縁＋磨消縄文系土器［Ⅵ層　後期］

Ⅹ類土器・・・肥厚口縁部屈曲系土器［Ⅵ層　後期］

類土器・・・口縁部屈曲系土器［Ⅵ層　後期］

類土器・・・型式不明土器［Ⅵ層　後期］

類土器・・・各種底部［Ⅵ層　後期］

類土器・・・黒色研磨土器

以上のように，便宜的に14類に類別したが，この中で　類は型式不明の土器を一括し， 類

土器は各種の底部を一括した。このように，各々の類別は，一型式を示すものではない。

今回の調査では，各類の特徴を十分に説明することができないので，前回の出土遺物を類別

に何点か紹介する。
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第９図　縄文土器分類図１

Ⅰ類土器・・・貝殻文円筒系土器

Ⅱ類土器・・・隆帯文系土器（隆帯文を貼付する系統）

Ⅲ類土器・・・条痕文系土器（条痕文で器面全体を整形する系統）

1（中ノ原Ⅰ）

10（中ノ原Ⅰ）

15（中ノ原Ⅰ）

6（中ノ原Ⅰ）

7（中ノ原Ⅰ）

17（中ノ原Ⅰ）

31（中ノ原Ⅰ）

40（中ノ原Ⅰ）

26（中ノ原Ⅰ）

18（中ノ原Ⅰ）
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第10図　縄文土器分類図２

Ⅳ類土器・・・押引条線文系土器（数条の押引状の条線文で文様帯を作る系統）

Ⅴ類土器・・・沈線文系土器（沈線文を幾何学的に施文し文様構成する系統）

Ⅵ類土器・・・貝殻刺突文＋凹線文系土器
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第11図　縄文土器分類図３

Ⅶ類土器・・・凹線文＋貝殻刺突文充填系土器

Ⅷ類土器・・・細形平行凹線文系土器

Ⅸ類土器・・・肥厚口縁＋磨消縄文系土器
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第12図　縄文土器分類図４

Ⅹ類土器・・・肥厚口縁部屈曲系土器

ⅩⅠ類土器・・・口縁部屈曲系土器
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268（中ノ原Ⅰ） 271（中ノ原Ⅰ）
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第13図　縄文土器分類図５

ⅩⅡ類土器・・・型式不明土器

ⅩⅢ類土器・・・各種底部

ⅩⅢ類土器・・・黒色研磨土器
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493（中ノ原Ⅰ）

475（中ノ原Ⅰ）

477（中ノ原Ⅰ）
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３　検出遺構及び遺構内遺物

（1） 竪穴住居跡（第15図）

竪穴住居跡はＥ・Ｆ－５区から検出された。第Ⅵ層上面の調査において，周囲と比較すると

若干土色が濃く炭化物を含み土器も出土していた。しかし，壁の立ち上がりを示すような明確

な土色の変化が現れず，竪穴住居跡であろうと判断するに至ったのはⅦ層の池田降下軽石面ま

で掘り下げてからであった。

平面形は円形を呈し，直径約2．7ｍを測る。検出面から床面までの深さは約30㎝を測り，貼

床はみられなかった。

Ｐ１は遺構中央部に位置し，78㎝×68㎝の楕円形を呈し，深さは約８㎝と浅い。炭化物を多

く含み，黒色の強い黒褐色で炉跡の可能性が考えられる。この黒褐色土は周囲へ広がるにつれ

第15図　竪穴住居跡実測図１
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て第Ⅵ層に同化するように変化するという状況であり，明確な土色の変化が現れにくい。

Ｐ２～５は床面から検出された。P２は36㎝×33㎝を測る隅丸方形に近いピットで，床面からの

最深部は７㎝を測る。P３は22㎝×21㎝を測る略円形のピットで，床面からの最深部は６㎝を測る。

P４は18㎝×15㎝を測る楕円形のピットで，床面からの最深部は14㎝を測る。P５は24㎝×21㎝を

測る楕円形のピットで，床面からの最深部は16㎝を測る。

P６～８は立ち上がりの壁面と切り合う位置から検出された。P６は24㎝×18㎝を測る略円形の

ピットで，最深部は，検出面から16㎝を測る。P７は21㎝×18㎝を測る楕円形のピットで，最深部

は検出面から11㎝を測る。P８は20㎝×18㎝を測る楕円形のピットで，最深部は検出面から11㎝を

測る。それぞれ，竪穴住居跡に伴う柱穴であるかどうかは不明である。

第16図　竪穴住居跡遺物出土状況図１
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第17図　竪穴住居跡出土遺物１
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前述のように遺構検出が非常に困難であったため，遺構検出までに遺構上面をある程度カット

しなければならなかった。本来の掘り込みはもっと深いものと考えられる。

北東部の壁の立ち上がりが明確に把握できないことから，詳細な復元は推定の域を出ない。し

かし，平面形が略円形を呈し，床面中央部に炉跡と考えられる円形の浅い掘り込みを有し，おお

よそⅧｂ層の黄橙色軽石層までを掘り下げていたと考えられる。

（2）竪穴住居跡出土遺物（第17図　１～９）

第16図は，住居跡内の遺物分布図に遺物の出土状況を表したものである。遺物は中央部付近に

集中していることがわかる。また､土器の遺存状態が悪く脆いものも多く，接合できた遺物は２

個体と少ない。

１～７は台付皿形土器であると考えられる。皿部は有文のものと無文のものがある。１は皿の

上面観が円形を呈すると考えられる。２本の平行沈線が弧を描くように施文され，その沈線が施

された範囲の口唇部は７㎜ほどの高さで突起状に盛り上げられ，連続した刺突が施される。２は

皿部と脚台部の接合部分と考えられ，外面に１条の沈線が巡らされている。外面は比較的丁寧な

ナデ調整が施され，内面はヘラによる調整が施されている。３は皿の上面観が円形を呈すると考

えられる。残存する口唇部は７㎜ほどの高さで突起状に盛り上げられ，口唇部に連続した刺突が

施されている。４は皿部の一部と考えられ，ほぼ床面と思われる場所から出土した。５は外面に

比較的丁寧なナデ調整を施し，内面には鋭利な器具を用いて施されたと思われる２本の平行沈線

が「く」字状に施文される。６はほぼ床面と思われる位置から出土している。７は脚台部の一部

と考えられる。赤色顔料が残存し，透かしの一部が確認できるが無文である。接地面は円形であ

ると考えられる。

８は北西部の壁面寄りの場所からまとまって出土した深鉢である。口唇部や口縁部は残念なが

ら出土しなかったが，胴部から底部にかけて復元することができた。底部は内湾気味に立ち上が

りながら大きく外反していく。底部と胴部の接合付近では器壁は７㎜と薄いが，胴部中央付近で

は14㎜と厚くなり口縁部下端では７㎜の厚さにもどる。底径は7．5㎝である。口縁部下端に貝殻

腹縁による刺突文の一部がわずかながら確認できる。外面は貝殻条痕による斜方向の調整を施し

た後にナデ調整が施されている。胎土には金雲母を含む。９は底部である。外面は貝殻条痕によ

る縦方向と斜方向の調整を施した後にナデ調整が施されている。
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（3）焼土跡

Ｅ－19・20区南側調査区境で検出された。Ⅵ層内で確認した炭化物を含む範囲である。調査区

外へ広がるため全体は検出できないが，平面形は直径約150㎝の略円形を呈すると考えられる。

深さは最深部で検出面から約60㎝を測り，Ⅶ層の池田降下軽石を含むⅥ層の混土で多量の炭化物

を含み上部には10㎝程度の焼土のブロックを含む。焼土の周辺のⅥ層から磨石等が出土しており，

縄文時代晩期の所産であると考えられる。

（4） 炭化木

Ｅ－19・20北側で検出された。Ⅵ層面で炭化物を含む範囲として検出した。概ね長径４ｍ，短

径1.5ｍの楕円の範囲で炭化物を確認できたが，遺構プランを把握することが困難であった。そ

のためミニトレンチを設け炭化物を含む範囲を確認していたところ，検出面から深さ約50㎝の部

分に炭化木が検出された。炭化木は，最長部82㎝，最大幅62㎝で加工痕等は確認できなかった。

自然木が炭化したものと思われる。

第18図　焼土跡実測図

第19図　炭化木実測図
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４　出土遺物

（1） 土器

昭和60年度の調査では，早期該当のⅠ類土器，前期に該当するⅡ類土器からⅤ類土器の４系

統の土器群，後期に該当するⅥ類土器から　類土器の７系統の土器群及び　類土器の底部の一

群，晩期に該当する　類土器が出土している。

今回の調査では，早期，前期及び晩期に該当する土器は出土していない。後期に該当する土

器はⅥ類土器から　類土器，底部の　類土器が出土した。

（2） Ⅵ層出土の土器

今回の調査でⅥ層からは，後期に相当するⅥ類土器～　類土器の７系統土器群が出土し，他

に　類土器の底部の一群がある。この類別を基本に順次説明する。

①　Ⅵ類土器（第20図　10～22）

Ⅵ類土器は，10～19で貝殻刺突文＋凹線文系土器とした系統の土器である。貝殻刺突文を

口縁部の上端に１条巡らせてその下位には凹線文を展開するタイプである。口縁部上端に突

帯文が巡り，突帯文上または突帯文下位に貝殻刺突が巡るタイプ，貝殻刺突に代わって竹管

状の刺突文を口縁部上端に施すタイプもある。

10～19は口縁部上端の貝殻刺突文は看取することはできないが，凹線文よって施文されて

第20図　縄文土器１
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第21図　縄文土器２
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いることからⅥ類土器とした。

10～13は，凹線文が８㎜程度と太いタイプである。10はやや外反して立ち上がる口縁部である。

口唇部は丸味をもって納める。11は10㎜，12は６㎜～９㎜の横位の凹線文が施文されている。

13は８㎜の凹線が渦文を展開している。14は口唇部に刻目が施される。15は外反する口縁部であ

る。二本平行の浅い凹線文が施文される。17・18・19は胴部片である。４～５㎜の比較的細い凹

線文で施文されている。

②　Ⅶ類土器

Ⅶ類土器は，20・21・22で二本平行の凹線文間に貝殻刺突文を施文充填させるタイプである。

いずれも胴部片である。20・22は貝殻腹縁の２から３肋程度の短い施文具で平行凹線文間に斜

位に押引き状に施文される。21は５肋程度の貝殻腹縁を凹線文に平行に刺突し刺突後にナデ調整

を施している。

③　Ⅷ類土器

Ⅷ類土器は23～48で細形平行凹線文系土器である。形態上同一系統に括れても，同一型式とす

るには特徴の違いが大きい。23・24は凹線文の上部に刺突をもつものである。23は口縁部上端に

刺突を巡らせる。24は口唇部に二本平行の沈線を巡らせナデ消している。口縁部上端に丸い刺突

が施される。25～30は口縁部がわずかに肥厚し丸味をもって納めるもので，このタイプの一般的

な口縁部である。器面には26・29は二本，25・27・28・30は一本凹線文が看取される。31は口縁

部がやや細くなり丸く納める。32・33は口縁部がわずかに肥厚し丸味をもって納めるもので，32

は口唇部から口縁部内側上端にかけて刻目が施される。33は口縁部内側にも文様が施文される。

第22図　縄文土器３
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小片のためはっきりと確認はできないが，これらの文様は波状口縁の山形に高くなった部分に施

文されている場合が多い。34は口唇部を平たく納め，器面には三本凹線文が施文される。35は肥

厚し外反する口縁部であるが，口唇部に２条の凹線文を巡らせ口唇部を凸状に納める。凸状にな

った部分に刺突が施される。

36～48は細形凹線文によって施文された胴部片である。

④　Ⅸ類土器

Ⅸ類土器は，肥厚口縁を呈した磨消縄文系土器である。49は口縁部が肥厚し口唇部を細く納め

る。肥厚口縁部に斜位の直線文と横位の直線文を組み合わせた文様を施す。50は口縁部は外反し

て内湾し，肥厚した口縁を呈する。肥厚口縁部は無文である。51は肥厚した口縁部で，口縁部は

無文である。52・53は胴部片である。53は短線の両端に刺突文状に突いてアクセントをつけてい

る。54は山形口縁の頂部には刻目が施され，山形口縁の幅広くなった肥厚帯には直線文に半弧文

を組み合わせて主体文様をつくっている。55は頸部から胴部上半部分で頸部には，連点文状の刺

突が横位に巡らされ，その下の頸部から胴部上半には，二本平行の横走する沈線文間に二本平行

沈線文で三角文を描き，その間には「Ｃ」字及び「 」字状の半弧文が施文される。出土地点も

近く54・55は165（中ノ原Ⅰ）と同一個体の可能性が高い。165（中ノ原Ⅰ）は胴部は球状に張り，

頸部はわずかに締まり，口縁部は大きく外反して内湾肥厚した口縁をもつ形態である。口縁部は

波状の山形口縁を呈し，口縁径約17㎝，胴径約14．5㎝の比較的小型の鉢形土器である。

⑤　Ⅹ類土器

Ⅹ類土器は，56～73で口縁部が肥厚して屈曲するタイプである。このタイプは，口縁部に特徴

がみられる。口縁部を肥厚させて断面三角形あるいは「く」の字形に形づくり，口縁外面下端に

は強い稜ができる。この稜を中心に文様帯がつくられる。稜と文様帯の位置で次のように区分し

て説明する。

［稜の上部にのみ施文させるタイプ］56・57は刺突文のみで施文されるタイプである。56は口

縁部を肥厚させ断面三角形に形づくる。稜から口唇部までが比較的短い。稜の上部に半竹管状の

施文具により刺突が巡らされる。57は外反しながら開く口縁部で稜から口唇部までが約１㎝と短

い。稜の上部に巻き貝の先端部と思われる施文具により刺突が巡らされる。58～60は稜の上部に

ヘラ状の施文具で刺突文を巡らせ，その上部に貝殻腹縁による刺突文（線）で施文するタイプで

ある。58は稜から口唇部までの文様帯が2．7㎝と幅が比較的狭い。59・60は波状の山形口縁を呈

する。60は稜の上部に刺突文を巡らせ，その上部に貝殻腹縁による刺突文（線）で施文し，更に

その上部にヘラ状の施文具で刺突文を施す。61～65は稜の上部に刺突文（線）と凹線文で施文す

るタイプである。61はヘラ状施文具による細形の浅い刺突文を1．4㎝と幅広の凹線文の上下に

巡らせる。62は強い稜をもち稜の上部にヘラ状施文具による刺突文を施し幅広の凹線文を施す。

63は７㎜と幅の狭い凹線文の上下にヘラ状の施文具による刺突を巡らせる。64は幅４㎜の凹線文

の上下に半竹管のヘラ状施文具で刺突を巡らせる。65は幅７㎜の凹線文の上部に貝殻腹縁による

刺突文（線）下部にヘラ状の施文具による刺突を巡らせる。

Ｃ
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第23図　縄文土器４
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第24図　縄文土器５
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第25図　縄文土器６
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［稜の下部にも施文させるタイプ］66～68，72・73は稜の下部にも文様帯をもつものである。

66は稜上部の凹線文帯にアクセント的に大きな刺突が施され，上下にヘラ状の施文具による刺突

が巡らされる。稜の下部には貝殻腹縁による刺突文（線）が施される。67はヘラ状凹線文と刺突

文が施文された胴部片である。69は稜の上部に細形凹線文の短直線文を斜位に巡らせ，短直線の

端部には刺突文が施される。これは凹線文の施文具と同一のもので文様にアクセントをつけたも

のである。稜下部には貝殻腹縁による刺突文（線）が施される。69～71は肥厚口縁部の文様帯部

分や頸部付近に文様が施文されない無文のタイプである。72・73はヘラ状凹線文と刺突文が施文

された胴部片である。いずれも刺突文と凹線文は同一の施文具で施される。

⑥　　類土器（第24図　74～92）

類土器は外反する口縁部が内湾して屈曲し，口縁外面に稜をつくるタイプである。口縁部は

頸部から外反し途中で稜をつくって屈曲し，内湾気味に立ち上がる。口縁外面には，屈曲部の上

下に貝殻腹縁の連続刺突文を施文する。このタイプには，平縁口縁と波状の山形口縁がある。さ

第26図　縄文土器７
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らに，同様の施文で屈曲せずに外反するだけのものも存在する。屈曲するタイプを　－Ａ類土器

とし，外反するタイプを　－Ｂ類土器に細分する。

74～78は　－Ａ類土器に該当するもので，口縁部の器壁は肥厚せず胴部壁とほぼ同じ厚さであ

る。口縁部の形態は，74～77は波状の山形口縁である。78は小片のため確認が困難である。口縁外

面の文様は，屈曲部の稜の上下に比較的長い貝殻腹縁の連続刺突文が施文される。74は貝殻刺突

文と貝殻刺突文の間に貝殻腹縁による条痕文が施されナデ消されている。78は稜の上部に２本の

平行する沈線を横位に施文し貝殻腹縁による刺突文（線）を施す。79～83は屈曲部の小片である。

84～87は　－Ｂ類土器に該当するものである。このタイプは口縁部は屈曲せずに外反するだけ

のものである。口縁の形態は，いずれも平縁口縁である。口縁外面の文様は外反する頸部付近に

貝殻腹縁の連続刺突文を巡らせている。その中で，84は貝殻腹縁刺突文の下位に短い貝殻腹縁刺

突文を巡らせている。88～92は外反する頸部付近である。貝殻腹縁の連続刺突文を巡らせている。

その中で，90は貝殻腹縁刺突文の下位に短い貝殻腹縁刺突文を，92は貝殻腹縁刺突文の下位にヘ

ラ状刺突文を巡らせている。

⑦　　類土器

類土器は，型式不明の土器を一括して説明する。93は台付皿形土器の脚部である。粘土紐を

「Ｕ」字状に４箇所貼り付け，貼り付け部分の間に棒状工具によって「Ｓ」，逆「Ｕ」字状の沈線

を施す。貼り付け部分の頂部にも「Ｕ」字状の沈線を施す。「Ｕ」字状に粘土紐を貼り付けた部

分の上部には横位の粗い沈線を巡らす。脚の接地部分は著しく摩滅し平たくなっている。脚のほ

ぼ全体に白土が塗彩されていたと思われる。94・95は台付皿形土器の皿部である。94は沈線の間

に凹線を施す。95は細めの沈線間に多条の凹点を施している。96～98は台付皿形土器の脚部であ

る。96は93に胎土や色調，それに白土を塗っている点などよく似ている。97は石英を多く含み，

93とは異質であるが，白土がみられる点など共通性がある。98は「ハ」字状に開く器形で上部

に透かしが入る。細めの沈線間を貝殻腹縁による刺突で埋める。99は円盤状土製加工品であり，

直径4.5㎝，重さ34.6ｇを測る。両面から丁寧に加工されている。細かな時期は不明であるが，

器面調整や胎土から市来式土器に該当する。100は肥厚した口縁部に３条の沈線を巡らすもので，

肥厚部分の下にも区画した文様を施す。101は口唇部を平に面取りし櫛状工具もしくは細かな貝

殻腹縁による刻目を施すものである。102は厚めの器壁で，口唇部も広めにもつものである。口

縁部に平行線が巡らされ，口唇部の一部には斜位の短線が施される。103は平行線が間隔をおい

て施されるもので，口唇端部を尖りぎみに納める。104は文様帯の一部で欠損しており，肥厚部

をもつかどうか分からない。短沈線を横位に施す文様構成であることから，市来式土器に含まれ

ると思われる。105は大きく開く器形であり，口唇部に少なくとも３箇所の突起をもつ。粘土紐

を貼り付けて突起をつくるが内面の方を強調している様子がうかがえる。つくりは粗いが台付皿

形土器の可能性もある。106は内湾ぎみに立ち上がる口縁で丸味を帯びた口唇部をもつ。107は口

縁部として提示したが摩耗しており断定はできない。108はⅥ層出土であるが突帯を巡らすもの

で弥生土器である可能性もある。109は口唇部に沿って台形状の突帯を巡らし，竹管状工具によ

る刺突を施すものである。弥生土器のつくりにも似ており類例を待って判断したい。110は肥厚
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部分の下半で欠損したものであり，少なくとも２条の深い沈線が巡らされる。内面に貝殻条痕

がみられることから市来式土器と考えられる。

111は底部に近い部分であり，内外面とも貝殻条痕による器面調整である。外面上半は貝殻

条痕による文様効果も意識している。後期中頃の土器であると考えられる。112は胴部片と思

われ，微隆帯の上に貝殻腹縁を刺突するものである。類例を知らないが花崗岩質の胎土である

ことから後期中頃の在地のものと考えられる。113は横位に多条の沈線が巡るもので市来式土

器と考えられる。

⑧　　類土器

114～122は深鉢型土器の底部である。114はわずかに張りのあるもので底面に１本越え１本

替わりの網代圧痕がある。115は底面に１本越え２本替わり１本送りの網代圧痕がある。116は

網代痕をケズリによって消している。117は１本越え１本替わりの網代である。118は何らかの

圧痕はみられるがはっきりしない。119は張りがなく大きく外反しながら胴部へいたるもので，

弥生土器の可能性もある。120は縁辺が丸味を帯び直に立ち上がった後大きく外反するもので

ある。121はやや内傾ぎみに立ち上がってから外反するものである。122は底面外周部分が厚く

上げ底状になるものである。底面には白色の付着物がみられる。特に114，121，122は多い。

（３）石器（第27～30図　123～147）

本遺跡出土の石器はⅥ層から出土しているもので，昭和61年度の調査ではアカホヤ火山灰の上

層にあたり，この層からは前期と後期に該当する土器と石器などが出土している。時期は土器の

分類からみてみると，Ⅱ類土器からⅤ類土器は縄文時代前期，Ⅵ類土器から　類土器は縄文時代

後期の土器が出土している。なお，石器は石器Ⅰ～Ⅶの７種に分類されており，どの時期に該当

するか定かでないとされている。今回の調査で出土した123～147は，第Ⅵ層から出土した石器で，

主体的には市来式土器や丸尾式土器などが出土している。このことから縄文時代後期に該当する

時期が考えられるものである。

出土石器は，そのほとんどが欠損しているものばかりである。123・124は打製石鏃，125・

128・130は磨製石斧，126・129は打製石斧で，127は片側側縁に磨面が確認できることから磨製

石斧の破損品であるか局部磨製石斧の範ちゅうに入るかは不明である。131は磨石兼敲石，132は

磨石や敲石そして凹石としての機能を備えた資料である。131～133は半分ほどを欠損した資料で，

133は磨石を主体としたもので，用途としては一部敲石の機能を兼ね備えたものである。134は礫

器，135は小形の礫器，138～146は石皿，147は砥石が考えられる資料である。

123・124は黒曜石を素材に用いた二等辺三角形状を呈する打製石鏃である。ともに，凹基式の

無茎鏃で，基部の抉りはともに深く，Ｖ字状を呈するものである。123は片脚部が，124は先端部

と片脚部を欠損し，調整はともに交互剥離を施している。123の両側縁は，先端部と基部側端を

結ぶ線からみてふくらみ度はあまりない。124は欠損しているため定かでないが若干のふくらみ

度が認められる。125は安山岩の磨製石斧で，胴部下位から基部にかけて欠損している。さらに，

刃部の一部から片側刃部側縁にかけても欠損し，刃部には使用による大小の刃こぼれが両面に確
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第27図　縄文石器１
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第28図　縄文石器２
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第29図　縄文石器３
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第30図　縄文石器４
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認できる。128は基部や刃部，一部側縁部を欠損している破損品で，130は磨製石斧の基部である。

126は両面ともに大小の剥離痕が確認できる扁平な石器で，胴部から刃部にかけて欠損している

が，破損した打製石斧が考えられる資料である。127は両面ともに大小の剥離が顕著に認められる

破損品で，残存している片側側縁の一部に磨面を認める。129は片面の一部に自然面が残る打製石

斧が考えられ，大半が破損している。

131～133はともに約半分だけを残している磨石としての機能を主体としたもので，131は安山岩

を，132は花崗岩を素材としたもので，両面ともに磨面が観察できる。ともに側縁に敲打痕跡が認

められ，132は上面一箇所に敲打による凹面を認める。磨る・敲くなどをはじめ凹石としての機能

も兼ね備えている。133は砂岩を素材としたもので，両面には丁寧な磨面を観察でき，側縁に敲打

痕を認められることから敲石の機能も兼ね備えている。134は扁平で不定形な礫を素材として用い

た礫器で，片側の下端から側縁にかけて簡単な大小の剥離を加えただけのものである。135は扁平

で小形の自然円礫を素材として，両側の側縁に大小の剥離を施し，上縁と下縁にも敲打によると考

えられる痕跡が認められる礫器である。

石核は２点出土している。136は鹿児島市吉野町の三船産の黒曜石礫を素材にし，その時得られ

た平坦面を打面にし，順次打面を移動しながら不定形な剥片を剥離したものとみられる。137も三

船産の扁平な黒曜石礫を素材にし，平坦面を打面にし，不定形な剥片を剥離したものである。

138～146は大形扁平礫を素材として，礫の形を皿状に整えた石皿で，すべてのものが破損品であ

る。138～142，145は安山岩を素材とした石皿で，一部に丸縁の縁辺部を形成し，一部に皿状の凹

み面を認めるものである。138・139の上面観は隅丸方形の形状を呈するものと考えられるもので，

138は中央部が弓状に大きく凹むもので，139はそれほどではないが弓状に凹みが観察できる。140

はわずかに丸縁の縁辺部を残すが，上面からの観察では138・139などと同様な形状を呈するもので

ある。皿部は弓状に凹部をもち，皿部の左側上部隅丸側には３×4㎝，深さ1．5㎝大の敲打によると

考えられる凹み部が観察できるものである。141は丸縁の縁辺部を一部に残し，そのほとんどは大

きく欠落し，遺残している皿部の状況から凹部は弓状に大きく凹むものと推察できる資料である。

142はわずかに遺残している石皿の破片で，丸縁の縁辺部を形成しているが，皿部の凹部はわずか

に観察できるものである。143は皿部を含む上面と下面の一部を残した石皿の破片で，側辺部は観

察できない。144・145は板状の礫を素材とした方形状に遺残した資料で，144は丸縁状の側縁を残

し，145は平面状の側縁を残したもので，ともに上面に全体には磨面が観察できる。146は石皿の小

破片で，平面状の下面と丁寧な磨面をもつ皿部としての凹部が観察できる資料である。147は扁平

な礫を素材とした砥石が考えられる資料で，その大半を欠損している。上面と下面ともに磨面が観

察できる。
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第２節　弥生時代の成果

１　調査の概要

昭和61年度の県教育委員会の調査及び，平成９年度の鹿屋市教育委員会の調査の結果，弥生

時代の遺構として，４軒の竪穴式住居跡が検出されている。竪穴式住居跡の時期はいずれも弥

生時代中期から後期初頭に位置づけられる山ノ口式土器を伴う時期に該当するものである。

今回の調査では遺構は検出されなかった。遺物は山ノ口式土器が出土しているものの，明ら

かに弥生時代に該当すると思われる石器は出土していない。また，古墳時代の可能性も残るが，

弥生時代の包含層より鉄鏃が１本出土した。

２　出土遺物

（1） 土器

土器は，大きく甕形土器，壺形土器，高坏形土器，特殊土器に分けられる。

①　甕形土器（第31図　148～167，第32図　169～185）

148～167は甕形土器の口縁部である。148～160は口唇部がわずかに凹むタイプである。

148は口縁部が外側に水平に拡張したもので，いわゆる逆「Ｌ」字状を呈する。口縁部外

側へはさほど長く伸びない。口縁部内側が弱く張り出す。149～153は口縁部がさらに長く

伸びるとともに，わずかに立ち上がりを見せ内傾する。内面は横位のナデを利用して内側

への張り出しを意識しているが，まだそれほど明瞭ではない。151は口縁部外側から頸部

付近にかけてユビオサエの痕跡が認められる。他のものに比べ器壁が薄く，サイズも小型

である。152は口縁部上面がわずかに凹む。154・155は口縁部がさらに外側へ長く伸びる

とともに，立ち上がり内傾する。154は口縁部上面がわずかに凹むとともに，口縁部直下

に２条の断面三角形突帯が巡る。内面にはユビオサエの痕跡が明瞭に認められる。155は

口縁部が大きく伸びるが口縁部上面の凹みはみられない。外面の頸部付け根のあたりには，

ハケを縦位に施した際の工具痕が明瞭に残る。頸部には１条の断面三角形突帯が巡る。内

面は口縁部内側への張り出しが明瞭に認められる。粘土をつまみ出すような感じで作り出

しており，頸部付け根にはユビの爪状の痕跡が認められる。他の土器の作り方とはやや異

質な印象を受ける。156～161は口縁部がさらに長く伸びるとともに，立ち上がりが強くな

り，いわゆる「く」字状口縁を呈するようになる。内面は内側への張り出しが認められな

くなるものの，しっかりした稜線がみられる。157～159は口縁部上面が若干くぼむ。この

３点の土器は色調・胎土・調整等に類似性が認められ，同一個体の可能性も考えられる。

160は器壁が薄く，サイズも小さいものである。

162～166は口唇部を丸く納めたものである。口縁部は「く」字状に近く立ち上がる。

162・163は器壁が薄くサイズも小さい。162の外面にはススの付着が見られる。163は口縁

部上面が強く凹む。163・164は口縁部内側への張り出しが認められる。165は内外面とも

に丁寧なナデ調整が施される。また外面には，２㎜幅程度の縦位のミガキが加えられてい

る。他の土器より精製度の高いものである。ただし，胎土的に差は認められない。
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第31図　弥生土器１
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第32図　弥生土器２
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第33図　弥生土器３
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第35図　鉄器

第34図　弥生土器４
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169～181は甕形土器の胴部片である。基本的にほぼ直立ぎみか，若干内傾して立ち上がる。外

面には断面三角形の突帯が巡る。突帯は３条のものが一般的なようである。外面はナデ調整が行

われている。内面は突帯を貼り付けた際の痕跡か，ユビオサエが認められる。内面はナデ調整が

多いが，ハケ目調整の痕跡を残すものもみられる。特に170はハケ目調整痕が明瞭に残っている。

171はハケ目調整の後にナデ調整が行われている。169・171・172・175にはススの付着が見られ

る。

182は一部分しか残存していないため推定の域をでないが，大甕の突帯部分と考えられるもの

である。一般の甕の断面三角突帯などと比べ，口縁部のように外側へ大きく伸び若干上向きに立

ち上がる。口唇部が若干凹む。内面にはユビオサエの痕跡が認められる。内外面ともに丁寧なナ

デ調整である。

183～185は甕の底部である。183はやや上げ底を呈するもので，手づくね的に脚裾部を外側へ

つまみ出したような作りをしており，接地面が不安定である。外面にユビオサエの痕跡が認めら

れる。184は安定した平底の中実脚台である。脚裾端部はナデ調整によってM字状に近く凹む。

外面はハケ目が施されている。185は中実脚台と思われるが，作り的には183に近い印象を受ける。

外面にはナデ調整が施されているが，粗めで雑な感じである。

②　壺形土器（第33図　186～207，第34図　208～215）

186～192は壺形土器の口縁部である。186はいわゆる二叉状口縁と呼ばれるものである。外側

へ開く口縁部直下に，やや垂下ぎみに長く伸びた突帯を貼付している。口縁端部・突帯端部とも

に若干凹む。外面突帯下部にはハケ目調整の痕跡が残る。187は素口縁の壺である。直立ぎみに

立ち上がる頸部から外側へ折り曲げたような形態を呈する。口縁端部が若干凹む。内外面ともに

丁寧なナデ調整が行われ，頸部外面には約３㎜幅の縦位のミガキが施される。内面にはユビオサ

エの痕跡が認められる。188～193は無頸壺と思われる。内外面ともに丁寧なナデ調整が施される。

188・189は締まりのある頸部から口縁部が外側へ急激に開いたもので，結果として「く」字状に

近い形状を呈している。190～192は頸部から口縁部を若干外側へ折り曲げたような形態を呈して

いる。190は口縁端部に横位のナデが施され端部を四角く納める。191は端部を丸く納める。192

は口縁端部を丸く納めつつも，端部中央に沈線状の凹みが見られる。193は素口縁ではなく，鋤

先状に近い口縁部が付けられたものである。口縁部内側が若干張り出すとともに，口縁部上面は

若干凹む。この凹みの部分には爪状の痕跡が認められることから，口縁部を若干指で曲げた可能

性が考えられる。口縁部直下の頸部付け根には断面三角形突帯が１条巡り，突帯から下の胴部に

は約3㎜幅のミガキが施されている。このミガキは黒い線状になっており，見た目でハッキリと

認識できる。内外面ともに丁寧なナデ調整である。194～196は壺の頸部である。194・195は断面

三角形突帯が３条巡る。丁寧なナデ調整である。196は１条の断面三角形突帯が巡る。194・195

とは形状が若干異なるものである。内外面ともに丁寧なナデ調整が施される。197～200は壺の胴

部である。197・199・200は，断面M字状突帯が多重に巡っている。197は内面にハケ目調整の痕

跡が明瞭に残る。198は多重突帯が巡っているが，突帯の断面形状がM字がつぶれたような形を

している。これらの胴部片はいずれも多重突帯壺のものと考えてよいだろう。201は器種の異な
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るものである。外面に断面三角形突帯が１条巡る。内外面ともに丁寧なナデ調整が施されてい

る。202～207は壺の底部である。202は外面に４㎜幅程度のミガキが施されている。202・203

は底部から直に外側へ大きく広がっていくもので，形状的に類似した印象を受ける。204・205

は底部から若干立ち上がり，そこから外へ開くタイプである。206は204・205と同じような感

じであるが，206の方が底径が大きく安定した印象を与える。207は壺に含めたが，疑問が残る。

208～215は壺の口縁部に文様の施されたものである。内外面ともに丁寧なナデ調整が行われ

ている。208・210・212・214は，壺の口縁端部に４～５条の櫛描波状文が施されている。うち

208・210・212は素口縁壺である。214は口縁端部を大きく垂下ぎみに拡張し，そこに櫛描波状

文が描かれている。209は素口縁下端に断面三角突帯を貼り付けて口縁端部を拡張したところ

に，円形の刺突文が施されたものである。刺突文の直径は幅２㎜程度であり，中が空洞状のも

のであることがわかる。さらに円形の縁内面には微細な刺突状の痕跡が認められ，繊維状のも

のと思われる。おそらく植物質の茎状のものが施文具として使用されたものと考えられる。

211・213は垂下口縁の上面に，ヘラ状工具によって沈線を鋸歯状に施したものである。215は

素口縁端部を上下に拡張し，そこに４条の凹線文が施されている。

③　高坏形土器（第31図　168）

168は高坏形土器と考えられるものである。口縁部が外側へ大きくのび，若干垂れ下がるよ

うに外傾する。口縁部内側への張り出しも顕著であり，いわゆる「鋤先」状の口縁部形態をな

す。口縁部内側や上面に赤色顔料の付着が認められる。器壁の調整は非常に丁寧なナデが施さ

れている。胎土は若干石英粒や白粒の混入が認められるものの，水簸された精良な土が使用さ

れている。北部九州の弥生中期に位置づけられている「須玖Ⅱ式土器」の高坏形土器と形状が

類似する。いわゆる丹塗磨研土器である。形態的には北部九州のものと遜色がない印象を受け

るが，持ち込まれたものかどうかは断定できない。今後胎土等の比較検討が必要であろう。

④　特殊土器（第31図　167）

167は特殊な器形である。器壁的には一般の甕などと変わらないが，口縁部が短く折れ曲が

り逆「Ｌ」字状に近い形状をなす。内外面ともにナデが施される。口径も小さい。無頸壺の可

能性も考えられるが，頸部以下の形状が不明なため，特定できない。

（2）鉄器（第35図　216）

鉄鏃が１点出土した。Ⅲ層出土遺物ということで，弥生時代の中で説明することとする。

216は平根系鉄鏃である。刀部約4．7㎝，茎部約2．3㎝が残存する。矢柄の残存状況は比較的良

好であり，矢柄装着痕が一部認められる。形状から判断すると平根系の中でも方頭鏃か柳葉鏃で

あると思われるが特定はできない。弥生時代に相当するⅢ層から出土したが，形態的には新しい

雰囲気もあり時期は特定できない。
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第３節　中・近世の成果

１　調査の概要

これまでの調査においても，中世から近世に該当する遺構・遺物は縄文時代などに比較する

と非常に少なく断片的であり，機能や時期が不明なものが多い。前回の調査では，中世から近

世に該当する遺構は，古道・溝状遺構・掘立柱建物跡等が検出されている。

今回の調査では，前回の調査でＦ・Ｇ－５区付近に南北方向に幅約1．5ｍを測る比較的しっ

かりした道路跡に続くと考えられる古道が検出された。そのほかに，削平を受けているため断

片的な残存であるが硬化面が検出されている。

第36図　中・近世遺構配置図１
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古道（第37図）

古道は，Ｅ・Ｆ－４・５区に南北に向いた方向で検出されている。南側が谷部になっており，北側

台地へ上る道跡である。埋土にはⅡ層の黒色土が混入している。幅約1．5ｍを測る比較的しっかり

した道路跡である。硬化面も三層確認できる。ある程度長期に渡って使用されたこの地域の幹線道

路と想定される。前回の調査で検出された古道跡（中ノ原Ⅱ）の延長部分と考えられる。

出土遺物（第38図　217～220）

217は土師器の口縁部である。小片のため器種は不明である。218・219は黒色土器Ａ類の椀の

口縁部と底部である。219は高台の形状が断面三角形で内外面ともヘラ磨きを施している。高台

径6.8㎝を測る。220は直径８㎜の花のようなスタンプが外面に押されている。火鉢の一部ではな

いかと思われる。

第37図　古道実測図１

第38図　古代以降出土遺物１
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縄文時代について

Ⅵ層上面で竪穴住居跡が１軒検出された。

円形のプランで直径3．2ｍを測る。出土遺物は，台付皿形土器の皿部及び脚部，丸尾式土器の深

鉢形土器等が出土した。台付皿形土器は，皿の上面観が円形を呈するもので，沈線文が施文され，

口唇部に連続刺突文を施している。Ⅸ類土器とした辛川式土器（あるいは西平式土器の前段階）の

時期を想定したい。 類土器とした丸尾式土器，Ⅸ類とした納曽式土器・辛川式土器（あるいは西

平式土器の前段階）の同時性を追求する際の指標として有効なセットであるといえよう。

土器について

前回の調査では，縄文時代の土器をⅠ類土器から　類土器の14類の土器群に分類してある。今

回の調査では，Ⅵ類土器から　類土器の後期該当の土器が出土した。

Ⅵ類土器は，口縁部に貝殻刺突文を巡らせその下位には凹線による文様を展開させるものであ

る。その中でも，10～13は凹線の幅が６～10㎜と広く，従来Ⅵ類土器としていたものより古い段

階の土器群と考えられる。阿高式土器の系譜が想定される一群に比定することができる。

Ⅶ類土器は，凹線文の間の無文部に貝殻腹縁刺突文を充填させるタイプである。「擬似縄文」

と呼称されるタイプである。

Ⅷ類土器は，細型の平行凹線文系の土器である。一般には二本平行の凹線文で文様を展開するも

ので，指宿式土器に該当するタイプである。

Ⅸ類土器は，肥厚口縁を呈した磨消縄文系土器である。52と53は同一個体と考えられ，辛川式

土器に比定される。さらに，前回の調査で出土した165（中ノ原Ⅰ）とも同一個体である可能性

が高い。

Ⅹ類土器は，口縁部が肥厚して屈曲するタイプで，市来式土器に比定される。口縁部を肥厚さ

せ断面三角形あるいは「く」字状につくるもので，口縁部外面下端には強い稜ができる。この稜

を中心に文様帯がつくられる。56～65はこの稜より上部にのみ文様をもつタイプで，66～68は稜

より下位にも文様をもつタイプである。稜より下にも文様をもつタイプを，加治木町干迫遺跡で

は，「口縁部の文様が胴部まであふれているものとし，市来式の中でも後出のものと考えられ，

河口貞徳氏によって市来Ⅲ式と呼ばれた土器群と同一である。」としている。また，69～71は先

端がやや肥厚し，外反する口縁部で文様帯をもたないタイプである。草野式土器の無文タイプに

比定される。

類土器は口縁部が屈曲するタイプである。この　類土器には，口縁部は頸部から外反して途

中で稜をつくって内湾するものと，頸部から外反するだけの二つのタイプがある。前者を　－Ａ

類，後者を　－Ｂ類土器とした。それぞれに山形口縁を呈するもの，平口縁のものがある。文様

は，沈線文と貝殻刺突文の組み合わせからなるものが多く，文様帯が，稜もしくは頸部より下位

の胴部まであふれるものが多い。丸尾式土器に比定される。

類土器は出土量が少ないため，便宜的に一括して扱ったが，この中には多型式のものが含ま
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れることが考えられる。台付皿形土器も　類土器として取り扱った。93，96は台付皿形土器の脚

部で，白色顔料を塗彩している。土器自体の色調が赤褐色とかなり赤っぽいことから，白色顔料

がより引き立つ効果を意識して粘土の選定を行った可能性も考えられる。

類土器は各種底部を一括した。網代圧痕をもつものが３点出土している。

弥生時代について

弥生時代の遺構は今回は検出されなかった。遺物は調査区全体から出土しているが，傾斜面に近

い⑥地点側からの出土が多い。甕形土器・壺形土器が出土している。いずれも山ノ口式土器の範ち

ゅうに収まるものであるが，口縁部の伸び具合や立ち上がり具合に若干時期差が認められる。また

外来系土器の出土もみられ，北部九州の須玖式系の高坏形土器や，瀬戸内系の櫛描波状文・凹線文

土器が出土した。須玖式系土器の出土に関しては，最近の調査事例では，薩摩川内市（旧里村）中

町馬場遺跡・南さつま市（旧金峰町）下堀遺跡・川辺町寺山遺跡などの薩摩半島を中心にして，一

括性はさほど高くないものの，黒髪式や山ノ口式土器との共伴がみられるようである。本遺跡出土

の高坏形土器は，胎土も精良で形態的にも北部九州のものと遜色がないものである。ただし，搬入

品かどうかは現時点では特定できなかった。今後胎土の比較検討などが必要であろう。瀬戸内系土

器については，この時期に九州南部の宮崎から大隅半島を中心に見られる土器である。前畑遺跡や

王子遺跡など周辺遺跡でも出土が見られる。梅木謙一氏の調査によると，九州南部出土の凹線文土

器に関しては，搬入土器と在地模倣が見られるとのことである（梅木2004）。本遺跡の土器は胎土

的には在地のものと差違がなく，形態的には山ノ口式土器に文様を施したと考えられるものである

ことから，在地模倣と見なしてもよいだろう。山ノ口式土器の時期をめぐっては，現在中期に収め

る考え方と，瀬戸内系土器の出土時期などをもとにして一部後期まで下るという考え方（中村1986）

の二者がある。これは，近年議論が再燃している，九州と瀬戸内地域との併行関係をめぐる議論と

も関連してくる問題である。本遺跡の弥生土器は，一括性は高くないものの，各地域との併行関係

を検討していくうえで一助となりうる資料を提供したといえる。
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・「鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（48）概要編　中ノ原遺跡Ⅰ，Ⅱ　中ノ丸遺跡」1989

・「鹿児島県埋蔵文化財センター発掘調査報告書（22） 干迫遺跡」1997

・「鹿児島県埋蔵文化財センター発掘調査報告書（54） 中原遺跡」2003

・「鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書（34） 中ノ原（Ⅰ）遺跡」1994

・「鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書（46） 中ノ原（Ⅴ）遺跡」1997
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する考古学的研究』
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第１節　発掘調査の経過

中ノ丸遺跡は，一般国道220号鹿屋バイパス建設に伴って昭和60年度～昭和61年度に県教育委員

会が発掘調査を実施した。また，バイパス供用開始後の平成15年度に店舗・駐車場等の建設工事に

伴う埋蔵文化財発掘調査を鹿屋市教育委員会が実施した。

今回の発掘調査は，バイパス改築工事に伴う中ノ丸遺跡北側延長部分の発掘調査である。

第２節　発掘調査の方法

昭和60年度調査グリッドと同様に，中ノ丸遺跡は，工事用センター杭№371と№373を基準に

10ｍ×10ｍのグリッド設定を行い，東端から１～10区，南から北へＡ～Ｄ区とし，発掘調査を行

った。

また，昭和60年度の調査時と違い，現在はバイパス沿いに店舗ができており，調査区が進入路及

び市道で途切れてしまうため，進入路・市道及び情報ボックスで区切られたブロックごとに，中ノ

丸遺跡東側から順に⑦・⑧・⑨・⑩地点として発掘調査を行い，進入路及び市道の調査については

遺構・遺物の状況を見て協議することとし，円形周溝状遺構及び中近世のピットの広がりが予想さ

れる⑦地点と⑧地点の間の市道部分，弥生時代の竪穴住居跡の広がる⑨地点と⑩地点の間の進入路

部分を市道及び進入路の付け替えを行った後に，それぞれ新⑦地点，新⑨地点として調査を行った。

重機（バックホー）によって緑地帯となっていた部分の盛土，及び旧表土を除去し，それ以後は

人力（山鍬・ジョレン・ねじり鎌・移植コテ等）で　層（薩摩火山灰層）上面まで掘り下げを行っ

た。

第１節　縄文時代の成果

１　調査の概要

昭和60年度の調査では，縄文土器の出土は若干みられるものの，遺構は検出されていない。

中ノ丸遺跡の縄文土器は，前期と後期と晩期に該当する。前期と後期土器はＡ－３・４区と

Ａ－９区とＡ－12区に散在し，晩期の土器はＢ－19区に集中している。

今回の調査では，Ｃ－12区，Ｃ－15区のⅩ層上面より早期の集石３基が検出されたほか，

Ｃ－12・13区を中心にⅩ層より早期該当の土器及び石器が出土した。

Ｃ－15区からは，早期の磨製石鏃１点が出土した。

Ⅵ層では後期から晩期と考えられる土坑１基がＣ－12区で検出された。

晩期に該当する遺構は検出されなかった。晩期該当の遺物も今回の調査では出土しなかった。
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２　検出遺構

（1） １号集石

Ｃ－12区で検出し，径76㎝×

62㎝を測る。

13個の礫を確認したが，掘り込

み等は確認できなかった。

（2） ２号集石

Ｃ－12区で検出し，径119㎝×

75㎝を測る。

15個の礫を確認し，集石の可能

性を考慮して調査をすすめた。し

かし，礫は小さく長径も10㎝に満

たず，中央部分には長径が５㎝に

満たない小石が集中していた。ま

た， 層の砂礫層から続く自然堆

積の可能性も否定できない。

第43図　１・２号集石実測図
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（3）３号集石

Ｃ－15区で検出し，径33㎝×

22㎝を測る。

３個の礫を確認し，炭化物エリ

アを検出した。礫の個数は少ない

が中心が想定される。周辺には炭

化物が散在していた。

（4）土坑

Ｃ－11区で検出したが，既設建

造物（国道220号鹿屋バイパス）

により完全には検出できなかっ

た。しかし，径が約120㎝×103㎝

の楕円形の平面プランになる可能

性が高い。深さは70㎝を測る。落

とし穴遺構の可能性も含めて調査

したが，逆茂木等は確認できなか

った。性格は不明である。

第44図　３号集石実測図

第45図　土坑実測図
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３　出土遺物

前回の調査では，中ノ丸遺跡からは前期該当の土器と後期該当の土器及び石器，更に晩期該当

の土器がみられた。前期の土器は，刻みを施した微隆帯文を巡らせた轟式土器に比定されるもの

と沈線文系の曽畑式土器に比定されるものがわずかに出土している。後期の土器は，凹線文と刺

突文を施した指宿式土器に比定されるものと「く」字状の口縁部をもつ市来式土器に比定される

ものなどが出土している。晩期の土器は断片的な資料ではあるが入佐式土器に該当することが考

えられる。

今回はⅩ層から早期該当の土器が出土した。

（1） 早期該当土器（第47図　221～234）

221と223・234は単節の縄文が施され，221には結節した部分もみられることから平栫式土器

であると考えられる。

224は肥厚した口縁部と考えられ，貝殻腹縁による刺突がみられる。花崗岩質の胎土であり

平栫式土器であると考えられる。

222，225～228は貝殻腹縁の２本もしくは３本分を単位とする施文具を連続して施すもので

あり，口唇部にも同じ施文具で刻みを施す。口唇部は大きく開き，塞ノ神式土器に該当する。

229～233は多条の条線で間隔をおいて文様を描いているものである。232には貝殻腹縁によ

る連続した刺突もみられることから，塞ノ神式土器の胴部と考えられる。

第47図　縄文土器８
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（2）石器（第48図　235～239）

本遺跡出土の縄文時代の石器としては５点が出土している。昭和61年度の調査では縄文時代前

期・後期・晩期の土器が出土しているが，数量はそれほど多くない。石器は，前期と後期の時期

のものが総計12点出土している。その内訳は打製石鏃３点，磨製石斧１点，磨石１点，敲石２点，

凹石２点，石皿２点，その他の石器１点となっている。

今回の調査ではⅩ層から２点が出土し，縄文時代早期の時期で，Ⅵ層からは３点が出土し，縄

文時代後期の時期が考えられる。

［早期］

235は二等辺三角形状の磨製石鏃で，尖頭部先端や両側縁，そして基部の一部を欠損し，両面

ともに研磨により仕上げられ，稜線や擦痕が観察される。236は最大長2．6㎝，最大径3．5㎝を測

る筒状の石製で，最大内径1．9㎝の穴が穿っており，表面が磨滅を受けている。石器の可能性は

薄いものであるが，装飾品としての可能性が考えられる資料である。

［後期］

237・238は扁平打製石斧で，237は頭部のみで，両面より大小の剥離により調整され，抉り部

から下位については欠損している。238は頁岩製の素材を利用した抉りをもつ小形の石斧で，頭

部端部，片側刃部側縁，片側刃縁側は敲打により大きく欠損している。

239は下縁部を欠損して不明であるが，自然石の可能性の強い資料である。
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第２節　弥生時代の成果

１　調査の概要

昭和61年の調査と同様に，中ノ丸遺跡では，弥生時代の遺構・遺物が中心に出土した。

しかし，弥生時代の包含層であるⅢ層が削平されてしまっている部分が多く，Ⅲ層が確認で

きたのは，竪穴住居跡が検出された⑨地点のＣ－13区だけであった。そのため，Ｃ－13区以外

は出土遺物は極端に少ない。

２　検出遺構及び遺構内遺物

竪穴住居跡１軒，円形周溝１基が検出された。

（1） 竪穴住居跡（第49図）

竪穴住居跡は，Ｃ－12・13区に位置し，全形が検出された。しかし，一部が店舗の進入路

の部分に掛かっていたため，全形を同時に調査することができず，進入路以外の部分の調査

を終わらせた後に，一部竪穴住居跡に掛かる形で進入路の付け替えを行い，全形の調査を行

った。竪穴住居跡の発掘調査の結果，住居跡の内部構造は次のようである。

［竪穴住居跡のプランと規模］

基本的には南北方向5.3ｍ～5.7ｍ×東西方向7.5ｍ～7.7ｍの隅丸方形を呈する。住居跡

中央南側の南辺に南北方向2.8ｍ×東西方向2.6～3.1ｍの隅丸方形状の一段深い竪穴部をも

つ。竪穴部の周りは10～29㎝高いいわゆるベッド状を呈している。竪穴の深さは，中央南

辺寄りの竪穴部で45㎝を測る。

［竪穴住居跡流入埋土］

竪穴住居跡を検出したＣ－12区西側は，凹地になっており，Ⅲ層の弥生時代包含層が残っ

ている部分であった。Ⅲ層の包含層を掘り下げていく中で，ⅥからⅧ層のアカホヤ火山灰層

内に黒褐色土の流入埋土が検出された。流入埋土は，検出面から順にⅢ層の黒褐色土に白色

パミスがわずかに混入した土（第49図中①），パミスの混じらないⅢ層黒色土（同図中②），

Ⅲ層黒色土に茶褐色土の混じった土（同図中③）へとレンズ状に堆積している。

竪穴はⅧ層アカホヤ１次堆積からⅩ層上面まで掘り込み，床面は貼床になっている。

［中央ピット］

中央ピットは，中央南辺寄りの竪穴部のやや南寄りに南北方向70㎝×東西方向110㎝の

楕円形のプランを呈し，深さは22㎝でボール状に凹まっている。ピットの下面には炭化物

がみられ炉跡として利用されたことが考えられる。

［柱穴］

住居跡に伴う柱穴は２本検出された。床面で柱穴を検出することが難しく，床の硬化面
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第49図　竪穴住居跡実測図２
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及び貼床部分を剥いでⅨ層及びⅩ層上面まで掘り下げて検出できた。埋土は貼床の土と同じアカ

ホヤ土と黒色土の混土であるが硬く締まっていない。

竪穴部の東側の柱１は径48×35㎝，検出面からの深さ64㎝。西側の柱２は径46㎝，検出面から

の深さ68㎝を測る。柱１と柱２の芯芯距離は2．6ｍを測る。

規模や柱の位置からこの住居跡の主柱にあたるものと考えられる。底面には径10㎝の柱圧痕が

柱１，柱２のどちらにも観察された。

２本の主柱以外の柱穴は検出することができなかった。

第50図　竪穴住居跡遺物出土状況図２
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第51図　竪穴住居跡出土遺物２
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第52図　竪穴住居跡出土遺物３
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［出土遺物］

土器（第51図　240～253）

竪穴住居跡から出土した弥生土器のうち，図化できたのは14点である。

240～247は甕形土器である。240～244は甕形土器の口縁部で，口唇部がわずかに凹むタイプで

ある。240は口縁部が外側に水平に拡張したもので，いわゆる逆「Ｌ」字状を呈する。口縁部外

側への伸びはさほど長くない。口縁部内側が弱く張り出す。241～243は口縁部がさらに長く伸び

るとともに，わずかに立ち上がりを見せ内傾する。口縁部内側への張り出しは弱い。242・243は

口縁部上面が凹む。244は口縁部がさらに外側へ長く伸びるとともに，立ち上がり内傾する。口

縁部内側はわずかに張り出す。245・246は甕形土器の胴部片である。ほぼ直立ぎみに立ち上がる。

外面には断面三角形の突帯が巡る。247は甕の脚部である。外面にはハケ目調整の痕跡が明瞭に

残る。

248～253は壺形土器である。248は広口壺の垂下口縁である。内外面ともにナデ調整が施され

ている。249・250は壺の頸・胴部である。外面に断面三角形突帯が巡る。252は同じく胴部付近

の突帯と考えられるものである。いわゆる「M」字状突帯である。251は無頸壺である。締まりの

ある頸部から口縁部が外側へ折り曲がるように開いており，逆「L」字状を呈する。内外面とも

にナデ調整である。253は壺の底部である。内面にハケ目調整の痕跡が残る。

石器（第52図　254～258）

254～258は竪穴住居跡の埋土中から出土した石器５点で，254は石剣，255は磨製石鏃未製品，

256は扁平片刃柱状石斧，257は極扁平な砥石，258は石皿である。

254は頁岩を素材としたほぼ完形品の磨製石剣である。全長14．0㎝，基部の幅2．9㎝，厚さ1．1㎝

を測り，先端部は若干まるみをもつ。鎬は表裏ともに鮮明さを欠くが中央部に通っている。剣身

部の大部分は断面がレンズ状を呈する。刃部は両刃とも基部まで鋭利であり，両刃ともに随所に

刃こぼれがみられる。

255は二等辺三角形状の磨製石鏃未製品で，基部には抉りを認める。

256は胴部から頭部にかけて欠損した小形で扁平な片刃柱状石斧である。両面や側縁ともに丁

寧に研磨されており，刃部は使用によるためか欠損している。

257は砂岩を素材に用いた砥石である。両縁及び側縁部とも使用による研磨痕が顕著にみられ，

手に持つ研磨石器と考えられる。

258は砂岩を素材とした石皿の破損品であるが，約半分以上を残している。丸縁の縁辺部を形

成し，上面観は隅丸方形の形状を呈するもので，上面にわずかな凹面や磨面を認める。

その他加工痕等はみられないため，図化はしていないが，２～3．5㎝の丸い白っぽい石英の小石

が５個出土している。
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（2）円形周溝状遺構（第53図）

円形周溝状遺構は，Ｃ－６区に１基検出された。直径2．9ｍを測る真円の平面形を呈する。周

溝の幅は30～40㎝，周溝の深さは20～30㎝を測る。Ｃ－６区付近では上部が削平を受けており，

表土の直下がⅥからⅧ層となっており，円形周溝状遺構も削平を受けている。周溝の断面は，Ｕ

字状を呈し平坦な底面をつくる。周溝に取り囲まれた内面には，これに付随する遺構は検出され

なかった。周溝の流入埋土は，ⅥからⅧ層のアカホヤ火山灰層内に黒褐色土の流入埋土が検出さ

れた。埋土から10余点の遺物が出土している。図化できたのは２点のみである。

［出土遺物］（第54図　259・260）

出土した遺物のうち，実測に耐えうる２点を図化した。259は壺形土器の胴部である。「コ」

字状の突帯が１条残存する。外面は丁寧なナデ調整ののち，約５㎜幅のミガキが施される。ミ

ガキは隙間が目立ち全体的に雑な印象を受ける。260は甕形土器の脚部付け根部分である。外

面にはハケ目調整の痕跡が弱く残り，内面にはミガキが施されている。

第53図　円形周溝状遺構実測図

第54図　円形周溝状遺構出土遺物
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３　出土遺物

弥生土器

土器は，甕形土器と壺形土器に分けられる。

①　甕形土器（第55図　261～274）

261～270は甕形土器の口縁部である。261・263～269は口唇部がわずかに凹むタイプで，

262・270は口唇部を丸く納めるものである。261～263は，口縁部が水平に伸びた逆「Ｌ」字状

から，わずかに立ち上がりを見せ内傾する。261は頸部との接着面が剥がれたと思われるもの

で，擬口縁状を呈する。口縁部の外側への伸びは短い。262は口縁部内側に強い横位のナデが

第55図　弥生土器５
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施され，突出部が作出されている。263は口縁部上面が若干くぼむ。外面にはヘラナデ調整の際の

工具の痕跡が弱く残り，内面には比較的明瞭にユビオサエの痕跡が認められる。264～267は口縁部

がさらに伸びて長くなるとともに，立ち上がって内傾するものである。口縁部上面はヨコナデ調整

によって弱く凹む。264・265は内面は横位のナデを利用して内側への張り出しを意識している。

266は頸部との接着面から剥がれたと思われるもので，擬口縁状を呈する。267は口縁部内側への張

り出しがしっかりしている。張り出し部は逆Ｌ字状にはがれている。266・267は接合方法の相違を

うかがわせるものであり興味深い。268～270は口縁部が伸びながらさらに立ち上がりが大きくなっ

たもので，「く」字状に近いものである。口縁部上面の凹みはみられず，逆に反るような状態にな

っている。口縁部内側への張り出しはほとんどない。268・269は外面にススの付着が認められる。

第56図　弥生土器６
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270は口縁端部に向けて肥厚する。この形状は，一般的に北部九州の弥生中期末～後期初頭の時

期に見られるものに類似する。271は甕形土器の頸胴部である。頸部内面は稜線が付かずゆるく

折れ曲がり，胴部がやや張る。内面はハケ目調整の痕跡が明瞭に残る。270・271は色調や胎土も

類似しており，同一個体と思われる。272は甕形土器の胴部片である。若干内傾して立ち上がる。

外面には断面三角形の突帯が巡る。口縁部外面にはススの付着が認められる。273・274は甕の底

部である。いずれも中実脚台の平底である。273は脚端部が凹む。274は脚台としては短く，厚底

といった感じである。内面にはハケ目調整の際の起点痕が明瞭に残る。

②　壺形土器（第56図　275～287）

275～278は壺形土器の口縁部である。275はいわゆる二叉状口縁と呼ばれるものである。外側

へ開く口縁部直下に，やや垂下ぎみに長く伸びた突帯を貼付している。276～278は広口壺の垂

下口縁である。276・277は口縁部内側端部を挟み込むように非常に強いヨコナデが施され，内

側の張り出しを作出している。張り出しの上下には，調整によって生じたユビくらいの幅の凹

線状の凹みがみられる。278は大きく伸びて垂下している。口縁部内側には張り出しが見られる。

279は壺形土器の頸部である。ほぼ直立ぎみに立ち上がり，断面三角形の突帯が巡る。外面は縦

位のハケ目調整の痕跡が残る。280～285は壺形土器の胴部である。280～283は多重の断面三角

形突帯が巡っている。280～282の内面にはユビオサエの痕跡が，283の内面にはハケ目調整の痕

跡が認められる。284は胴部に１条の突帯が巡り，胴部が強く張る。無頸壺かもしれない。285

は１条の「M」字状突帯が巡る。このタイプは胴部が逆玉葱形を呈し，素口縁が大きくひらく

広口壺である。286～288は壺の底部である。286は底径が４㎝程度しかない不安定な平底である。

胴部は底部から膨らむように丸みをもって立ち上がる。外面には細かいハケ目調整の痕跡が，

内面にはハケ目調整の際の起点痕が明瞭に残る。287は底部の厚みが薄いものである。胴部は底

部から直線気味にひらいている。288は厚底でどっしりとしている。胴部は底部から少し直立気

味に立ち上がってから外へひらいている。外面突帯下部にはハケ目調整の痕跡が残る。
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第57図　弥生石器

289

0 5㎝

石器（第57図　289）

石器は，石鏃が１点出土した。

289はＣ－13区Ⅳ層出土の石鏃である。石

材はハリ質安山岩を素材に用い，扁平無茎

のもので先端部は鈍く側辺は外湾的で最大

幅が下方にある。最大長2．4㎝，最大幅2．0㎝，

厚さ0．3㎝，重量1．53ｇを測る。



― 87 ―

第３節　中・近世の調査

１　調査の概要

中ノ丸遺跡では，これまでに近世の遺構として，掘立柱建物跡，土坑，溝状遺構，古道，旧

道などが検出されている。古代から中世については，須恵器や土師器の出土はあるが遺構は検

出されていない。

今回の調査においても，近世の遺構・遺物が検出された。中世のものには土師器などの出土

が数点あるのみで遺構は検出されていない。

２　近世の遺構

近世の遺構は，Ｃ－15区に近世墓１基，古道１条，Ｃ－13・14区に旧道１条，溝状遺構３条，

Ｃ－６区に溝状遺構１条が検出された。これまでの県教委及び鹿屋市教委の調査で検出された

古道・溝状遺構の延長部分と考えられるものもある。掘立柱建物跡の柱跡の可能性のあるピッ

トも検出されたが，調査区が狭いため建物跡とは確認できなかった。

（1） 近世墓

近世墓はＣ－15区にⅥ層面で検出された。埋土はⅢ層の黒色土に白パミスの混じった旧耕

作土である。長辺160㎝，短辺70～85㎝の方形を呈する。深さは検出面より15㎝と浅いが，

上部は耕作等によって削平されたためである。長辺の方向が南北方向を示している。

人骨，木棺等は出土しなかった。出土した古銭から17世紀中頃の墓であると考えられる。

第58図　中・近世跡遺構配置図２
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近世墓出土遺物（第60図　290～294）

近世墓からは古銭と釘が出土した。290～294はそのレントゲン写真である。290は洪武通宝を

含む４枚の古銭である。洪武通宝は初鋳が西暦1368年の明銭であるが290は加治木銭と呼ばれる

模鋳銭である。291は隷書体の元豊通宝を含む２枚の古銭である。元豊通宝は初鋳が西暦1078年

の宋銭である。

1636年に寛永通宝が初鋳されてたが，1670年に宋銭や明銭の使用禁止令がでたことからも宋銭

等が使用されていたと考えられる。寛永通宝が確認されていないので断言はできないが出土した

古銭から17世紀中頃の墓であると考えられる。（下関市立大学　櫻木　晋一教授に御教示頂いた。）

292～294は頭部が基部より横一方向に突き出る鉄釘である。

第59図　近世墓実測図

第60図　近世墓出土遺物
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第61図　旧道・溝状遺構１～３実測図

第62図　古道実測図２ 第63図　溝状遺構４実測図
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（2）旧道（第61図）

旧道は前回の調査時にＢ－13区からＡ－13に溝状遺構４（中ノ原Ⅰ）の西側に平行して検出さ

れている。今回はその延長部分がＣ－14区から検出された。前回の検出時と同じように溝状遺構

と平行している。

旧道の上面には，幅20～30㎝で，窪んだ小溝が120㎝間隔に平行して二本検出されている。そ

して，この平行する二本の小溝の中央部は硬く踏み固められている。この小溝は荷車状の車輪の

痕跡であり，中央部の踏み固められた部分が往来の道と想定される。中央部の硬化面は幾層にも

なっており，長い間道として使用されていたことがうかがえる。時期は不明である。

（3）古道（第62図）

古道はＣ－15区に検出された。北西方向から南東方向に走る。前回の調査時に検出された古

道２（中ノ丸）の延長部分と考えられる。硬化面が確認できたのは，幅120㎝を測る。古道の東

側に浅い溝状遺構のような部分もあったが，上部が削平を受けているため溝状遺構であるとは確

認できなかった。鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書（74）「川の上・中ノ丸遺跡」で報告されて

いる１号トレンチで検出された古道とつながる可能性も考えられる。

（4）溝状遺構１（第61図）

溝状遺構１は，Ｃ－14区旧道の東側に平行して検出された。北西方向から南東方向に走る。幅

は約50㎝を測る。前回の調査時に検出された溝状遺構４（中ノ丸）の延長部分と考えられる。旧

道と供伴する溝と考えられる。

（5）溝状遺構２（第61図）

溝状遺構２は，溝状遺構１の東側に検出された。北北西方向から南南東方向に走る。幅は40㎝

を測る。削平を受けているため検出できた深さは５㎝を測る。

（6）溝状遺構３（第61図）

溝状遺構３は，溝状遺構２の東側に平行して走る。幅は１ｍから1．2ｍを測る。深さは約40㎝

を測る。

（7）溝状遺構４（第63図）

溝状遺構４は，Ｃ－６区に検出された。北方向から南方向に走る。幅は1．2ｍを測る。深さは

削平を受けているため20㎝程度である。溝に並行して硬化面も何箇所か検出された。青磁片や現

代の陶器片などが出土している。

鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書（74）「川の上・中ノ丸遺跡」で報告されている古道１とつ

ながる可能性も考えられる。



― 91 ―

３　出土遺物

295～297は龍泉窯系青磁碗である。295は口縁部片で外面が蓮弁で内面に花文をヘラで描く

もので釉薬が１㎜程度で厚く掛かる。口縁端部が外反する。296は鎬蓮弁の碗口縁部である。

297は無文で高台の畳付から一部高台の内部まで釉薬が掛かる。高台径6．6㎝を測る。299は須

恵質の擂鉢である。口縁端部がわずかに平坦で内面がハケ目調整後掻目を間隔をおいて施す。

口縁部付近まで磨痕がみられる。298は白磁の皿の口縁部である。300・301は黒薩摩の擂鉢で

ある。釉薬が内外面に掛かる。

第64図　古代以降出土遺物２

0 10㎝

295 296

297
298

299

300

301
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縄文時代について

これまでの調査において，断片的ではあるが，前期該当の土器と後期該当の土器及び石器，さら

に晩期該当の土器が出土している。しかし，遺構などは確認されていない。今回の調査では，Ⅹ層

から縄文時代早期相当の土器及び石器が出土し，早期該当の集石が検出された。

集石遺構は３基検出されたが，掘込みや石組みの状態が看取されるものは無く，石を集めたまま

の状態の集石となっている。

Ⅹ層出土土器

今回の調査で出土したⅩ層出土の土器は，Ｃ－７区とＣ－12区を中心に約20点出土した。いず

れも小片のため器形等を看取できるものはないが，平栫式土器に比定されるもの（221，223，

224）と塞ノ神式土器に比定されるもの（222，225～233）である。

Ⅹ層出土石器

Ｃ－14区から磨製石鏃１点が出土した。二等辺三角形状の磨製石鏃で，先端部や両側縁，そし

て基部の一部を欠損し，両面ともに研磨により仕上げられ，稜線や擦痕が観察される。

Ⅵ層検出遺構

土坑が１基検出された。調査範囲外に広がるため全形は確認できなかったが，直径１ｍほどの

円形で，検出面からの深さは70㎝を測る。落し穴状遺構の可能性もあると考え，逆茂木等の調査

を行ったが，確認できなかった。性格については不明である。

弥生時代について

前回の調査で，竪穴住居跡４軒，円形周溝２基，土坑５基が検出されている。今回も竪穴住居跡

１軒，円形周溝１基が検出された。竪穴住居跡は，南北方向5．3～5．7ｍ×東西方向7．5～7．7ｍの隅

丸方形状を呈しており，方形の平面形に張り出し部を備えた住居跡である。住居跡中央南側に南北

方向2．8×東西方向2．6～3．1ｍの隅丸方形状の一段深い部分をもつ。その周りは，10～30㎝高いい

わゆるベッド状を呈している。竪穴の深さは，中央南辺寄りの竪穴部で45㎝を測る。竪穴部中央や

や南寄りに炉跡とみられるピットをもつ。主柱と思われる柱穴は２本検出されたがそれ以外の柱穴

は確認できなかった。

前回の調査で検出された住居跡は，方形の平面形に張り出し部を備えた住居跡を「方形住居跡」，

基本的には円形住居跡で検出されるが，多角形の中央部にそれぞれベット状の張り出し部を備え，

間仕切りをもった花弁形住居と呼称される住居跡を「円形住居跡」とプランの形態から２つのタイ

プに分類している。それによると「方形住居跡」が張り出し部を含め6．1ｍ×5．45ｍなのに対し，

「円形住居跡」は径は約７ｍと「方形住居跡」より一回り大きい。今回検出された竪穴住居跡は，

プランの形態では「方形住居跡」であるが，大きさは７ｍを超えるという特殊な例と考えられる。
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出土遺物は，前回の調査に比べて土器，石器ともに少ない。土器は小片が多いが，山ノ口式の甕

形土器，壺形土器が出土している。石器は，頁岩を素材としたほぼ完形品の磨製石剣が１本，磨製

石鏃の未製品１点，砥石１点，打製石斧１点，石皿１点が出土した。このほかに，加工痕等はみら

れないが，２㎝～3．5㎝の白っぽい石英の丸い小石５個が出土した。前回の調査では，住居跡１号

から磨製石鏃の未製品が５点出土している。また，王子遺跡では，磨製石鏃は総数27軒中，12軒の

住居跡から出土している。

円形周溝は，前回検出された円形周溝の北側約10ｍの位置に検出された。直径2．9ｍを測る真円

の平面形を呈する。周溝の幅は30～40㎝，周溝の深さは20～30㎝を測る。前回の調査で検出された

ものより一回り小さい。出土遺物も山ノ口式土器の土器片が数点出土したのみで，前回と同じよう

に周溝が囲む内部からは埋葬施設など痕跡は検出されず，また周溝内からも祭祀に関係するような

遺物の出土や出土状態は確認されなかった。円形周溝遺構の性格は不明である。

出土遺物

包含層が削平されている部分が多いため，出土遺物は少ない。出土土器は，甕形土器と壺形土

器が出土している。甕形土器は口縁部が逆「Ｌ」字状に外反するタイプと，「く」字状に外反す

るタイプの二者がみられる。「く」字状に外反するタイプが主体を占める。

壺形土器は，大きく外反して比較的長い口縁部をつくるタイプと，直線的に立ち上がり比較的

短い口縁部をつくるタイプがある。石器は石鏃が１点出土した。

中・近世について

近世の遺構は，近世墓１基，古（旧）道２条，溝状遺構４条が検出された。古（旧）道，溝状遺

構の中には，前回の調査，または，鹿屋市教育委員会の調査で検出されたものの延長部分と考えら

れるものもある。近世墓の出土遺物に古銭が６枚出土した。４枚と２枚がくっついており全部の古

銭を調べることができなかったが，Ｘ線撮影により，洪武通宝の模鋳銭（加治木銭）と隷書体の元

豊通宝が確認できた。

1636年に寛永通宝が初鋳されたが，1670年に宋銭や明銭の使用禁止令がでたことからも宋銭等が

使用されていたと考えられる。寛永通宝が確認されていないので断言はできないが，出土した古銭

から17世紀中頃の墓であると考えられる。（下関市立大学　櫻木　晋一教授に御教示頂いた。）

〈引用・参考文献〉

・「鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（48）概要編　中ノ原遺跡Ⅰ，Ⅱ　中ノ丸遺跡」1989

・「鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（34） 王子遺跡」1985

・「鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書（74） 川の上・中ノ丸遺跡」2004
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第１節　中ノ原遺跡・中ノ丸遺跡とその周辺遺跡

中ノ原遺跡の広がりは，今回調査した地点の北側約300ｍの間に縄文土器がまんべんなく出土し

ていることから，北側を中心に広がることが考えられ，並松遺跡やコラケバッケ遺跡も一連の遺跡

に属することが想定される。さらに，今回の調査区の約200ｍ南側の台地縁辺の畑から，石斧４本

が採集された。（第66図　302～305）４本がまとまって発見されていることから，石斧デポである

と考えられる。中ノ原遺跡南側についても遺跡が広がるものと考えられる。

中ノ丸遺跡は，この台地東南部隅に広がる弥生中期末～後期初頭の集落遺跡と近世の遺構を備え

た遺跡が重複して広がっている。鹿屋市の調査で遺跡北側に近世の掘立柱建物跡や鍛冶炉跡，弥生

時代と考えられる竪穴住居跡も検出されている。バイパスを中心に台地縁辺付近に弥生時代の集落，

近世の遺構群が広がると考えられる。今回の調査で，さらに，縄文時代早期の遺構・遺物も検出さ

れた。

第２節　中ノ原遺跡周辺より採集の石器について（第66図　302～305）

本採集品は，扁平打製石斧（土掘り具）と呼ばれている打製石器である。中ノ原遺跡より南西方

向の位置にある畑地で，内田氏が薩摩芋の保存用芋穴を掘削中に302～305が採集され，同じ場所か

らまとまって（デポ）発見されている。

302は，扁平な頁岩を素材として用い，大小の剥離により調整され，全長29㎝，最大幅10㎝，

最大厚２㎝を測る扁平で大形の打製石斧である。その形状は，隅丸長方形状を呈し，片側の側縁中

央部がわずかにくぼむが，反対の側縁はほぼ直線に仕上げられている。刃部は，使用によるためか

大きく刃こぼれや磨滅が観察でき，上面の頭部側には装着によるためか磨滅痕を認める。

303は，扁平な頁岩を素材として用い，大きい剥離痕を残し，周縁より大小の剥離により調整さ

れ，全長21．1㎝，最大幅15．5㎝，最大厚２．3㎝を測る扁平で大形の打製石斧である。その形状は，

頭部が一部欠損しているが，分銅状の形状を呈し，両側縁の中央部がくぼんでいる。刃部は，使用

によるためか刃縁の一部の刃こぼれや磨滅が観察でき，上面の頭部は何らかの力が加わったのか竪

剥ぎの痕跡を認める。

304は，扁平な頁岩を素材として用い，大きい剥離痕を残し，周縁より大小の剥離により調整さ

れ，全長17．7㎝，最大幅10．9㎝，最大厚２㎝を測る扁平で大形の打製石斧である。その形状は，

バチ状の形状を呈し，両側縁の中央部がくぼんでいる。刃部は，刃縁の幅が広く，使用によるため

か刃縁の一部の刃こぼれや磨滅が観察できる。

305は，扁平な蛇紋岩を素材として用いた小形で扁平な磨製石斧で，胴部側縁の一部から頭部を

はじめ両面の一部が欠損している。全長8．7㎝，最大幅3．1㎝，最大厚1．1㎝を測る石斧で，両面と

もにその一部に研磨による擦痕が観察できる。
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国立歴史民俗博物館・炭素14年代測定グループ

概要　

鹿児島県中ノ原遺跡から出土した資料について加速器を用いた年代測定を行ったので，その結果

を報告する。試料の採取は，鹿児島県埋蔵文化財センターにおいて，藤尾慎一郎とともに，小林謙

一が，他の遺跡とともに採取した。資料の出土層位や大凡の所属土器型式は，鹿児島県埋蔵文化財

センターの見解によるものである。

試料の前処理は，炭素年代測定グループが行い，測定は㈱パレオ・ラボ社によるものである。測

定結果は計測値（補正）とともに実年代の確率を示す較正年代値を示した。また，その根拠となっ

た較正曲線を示した。

この遺跡の年代測定の考古学的目的は，この遺跡の年代を調べることであるが，同時に中期初頭

および晩期初頭の土器の実年代が推定可能な測定結果を得ることができた。

１　採取試料と炭化物の処理

中ノ原遺跡からは土器７個体から採取した。前処理した結果，土器付着物の多くは，土壌等不純

物の混入が多く，炭素量が十分ではないと判断され，結果的に土器付着物２点について結果を得る

ことができた。

測定できた土器は，KAMB－95は以前の報告書の26図51の土器で，縄文時代前期末葉から中期

初頭に位置づけられている，深浦式土器の口縁部外面の貝殻条痕文の上に付着していた煤状の炭化

物である。KAMB－77は同じく90図489の土坑1出土土器で，縄文時代晩期入佐式土器の胴部外面

付着物である。

試料については，補注に示す手順で試料処理を行った。（１）前処理の作業は，国立歴史民俗博物

館の年代測定資料実験室において新免歳靖，（２）燃焼と（３）グラファイト化の作業は，㈱パレオ・ラ

ボ社に委託した。

２　測定結果と暦年較正

AMSによる14Ｃ測定は，㈱パレオ・ラボ社（機関番号PLD）へ委託した。測定結果については，

補注２に示す方法で，補正し，較正年代を計算した。

３　測定結果について

暦年較正年代についてみると，KAMB－95は較正年代で紀元前3635－3515年に含まれる可能性

が85％で高く，前3400－3380年の可能性も５％ある。筆者らのこれまでの測定（今村ほか2004）か

らみると，縄文前期末から中期初の時期ととらえられる。

KAMB－77は，較正年代で紀元前1220－1050年に含まれる可能性が85％で高い。縄文晩期前葉

の年代であろう。

この分析は，国立歴史民俗博物館　平成17年度基盤研究「高精度年代測定法の活用による歴史資

料の総合的研究」（研究代表　今村峯雄），平成17年度科学研究費補助金（学術創成研究）「弥生農

耕の起源と東アジア―炭素年代測定による高精度編年体系の構築―」（研究代表　西本豊弘）の成

果である。

本稿を草するにあたり，暦年校正については今村峯雄氏のご教示を得た。本稿は，概要を西本豊

弘，補注１を遠部慎が執筆した稿をもとに，小林謙一（以上国立歴史民俗博物館）が執筆した。
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＜補注＞

（１）前処理：酸・アルカリ・酸による化学洗浄（AAA処理）。

AAA処理に先立ち，土器付着物については，アセトンに浸け振とうし，油分など汚染の可能性

のある不純物を溶解させ除去した（２回）。AAA処理として，80℃，各１時間で，希塩酸溶液

（1N－HCl）で岩石などに含まれる炭酸カルシウム等を除去（２回）し，さらにアルカリ溶液

（NaOH，１回目0.01N，３回目以降0.1N）でフミン酸等を除去した。アルカリ溶液による処理は，

５回行い，ほとんど着色がなくなったことを確認した。さらに酸処理（1N－HCl 12時間）を行い

アルカリ分を除いた後，純水により洗浄した（４回）。

試料の重量は，KAMB－77，95がそれぞれ，AAA処理を行った量（処理量）34.58㎎，35.0㎎，

処理後回収した量（回収量）5.55㎎，8.22㎎，二酸化炭素を得るために燃焼した量（燃焼量）3.70㎎，

5.20㎎，精製して得られた二酸化炭素の量に相当する炭素量（ガス）2.18㎎，2.99㎎である。燃焼時

の炭素含有率が60％近くあり，不純物が少ない良好な年代測定用試料といえる。

（２）二酸化炭素化と精製：酸化銅により試料を燃焼（二酸化炭素化），真空ラインを用いて不純物

を除去。

AAA処理の済んだ乾燥試料を，500㎎の酸化銅とともに石英ガラス管に投じ，真空に引いてガス

バーナーで封じ切った。このガラス管を電気炉で850℃で３時間加熱して試料を完全に燃焼させた。

得られた二酸化炭素には水などの不純物が混在しているので，ガラス製真空ラインを用いてこれを

分離・精製した。

（３）グラファイト化：鉄触媒のもとで水素還元し，二酸化炭素をグラファイト炭素に転換。アルミ

製カソードに充填。

1.5㎎の炭素量を目標に二酸化炭素を分取し，水素ガスとともに石英ガラス管に封じた。これを

電気炉でおよそ600℃で12時間加熱してグラファイトを得た。ガラス管にはあらかじめ触媒となる

鉄粉が投じてあり，グラファイトはこの鉄粉の周囲に析出する。グラファイトは鉄粉とよく混合し

た後，穴径１㎜のアルミニウム製カソードに600Nの圧力で充填した。

＜補注２＞

年代データの14CBPという表示は，西暦1950年を基点にして計算した14C年代（モデル年代）であ

ることを示す。14Ｃ年代を算出する際の半減期は，5,568年を用いて計算することになっている。誤

差は測定における統計誤差（１標準偏差，68％信頼限界）である。

AMSでは，グラファイト炭素試料の14C／12C比を加速器により測定する。正確な年代を得るに

は，試料の同位体効果を測定し補正する必要がある。同時に加速器で測定した13C／12C比により，
14C／12C比に対する同位体効果を調べ補正する。13C／12C比は，標準体（古生物belemnite化石の炭

酸カルシウムの13C／12C比）に対する千分率偏差δ13Ｃ（パーミル，‰）で示され，この値を－25‰

に規格化して得られる14C／12C比によって補正する。補正した14C／12C比から，14C年代値（モデル

年代）が得られる。δ13C値については，加速器による測定は同位体効果補正のためであり，必ず

しも13C／12C比を正確に反映しないこともあるため，パレオ・ラボ測定分については，加速器によ

る測定を参考として付す。

測定値を較正曲線IntCal04（14C年代を暦年代に修正するためのデータベース，2004年版）

（Reimer.P et al 2004）と比較することによって暦年代（実年代）を推定できる。両者に統計誤差

があるため，統計数理的に扱う方がより正確に年代を表現できる。すなわち，測定値と較正曲線
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データベースとの一致の度合いを確率で示すことにより，暦年代の推定値確率分布として表す。

暦年較正プログラムは，歴博で独自に開発したプログラムRHcal（OxCal Programを応用した方

法）を用いる。統計誤差は２標準偏差に相当する，95％信頼限界で計算した。年代は，較正され

た西暦（cal BC）で示す。（）内は推定確率である。図は，各試料の暦年較正の確率分布である。

＜参考文献＞

今村峯雄2004『課題番号13308009基盤研究（A・1）（一般）縄文弥生時代の高精度年代体系の

構築』（代表今村峯雄）

Reimer, Paula J. et al 2004 IntCal04 Terrestrial Radiocarbon Age Calibration, 0-26 Cal Kyr BP

Radiocarbon 46（3）, 1029-1058（30）.

KAMB－95 測定対象土器 KAMB－95 口縁外面付着状況

KAMB－77 測定対象土器 KAMB－77 胴外面付着状況

KAMB－95 前処理前　約35倍 KAMB－77 前処理前　約35倍
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中ノ原遺跡近景（平成16年）

図版１

中ノ原遺跡近景（昭和60年）
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竪穴住居跡

床面検出状況

図版２
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竪穴住居内炉跡

竪穴住居跡遺物出土状況（1） 竪穴住居跡遺物出土状況（2）

図版３
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竪穴住居跡出土土器（1）

図版４
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竪穴住居跡出土土器（2）

ⅩⅡ類土器

図版５
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Ⅰ類土器 Ⅳ類土器

Ⅸ類土器 ⅩⅠ類土器（1）

ⅩⅠ類土器（2） ⅩⅣ類土器

図版６
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Ⅶ類土器

Ⅵ類土器

Ⅴ類土器

Ⅳ類土器

図版７
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Ⅸ類土器

Ⅷ類土器

図版８
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Ⅹ類土器

図版９
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ⅩⅠ－B類土器

ⅩⅠ－A類土器

図版10
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ⅩⅢ類土器

ⅩⅡ類土器

図版11
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石器

図版12
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弥生土器（1）

図版13
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弥生土器（2）

図版14
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中ノ丸遺跡近景（平成16年）

中ノ丸遺跡近景（昭和61年）

図版15
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集石検出状況 土抗検出状況

磨製石鏃出土状況 穴石出土状況

図版16
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竪穴住居跡検出状況

竪穴住居跡完掘状況（北側から）

図版17
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竪穴住居跡検出状況（進入路付け替え後，北側より）

竪穴住居跡内石剣出土状況

図版18
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円形周溝状遺構検出状況

円形周溝状遺構完掘状況

図版19
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古道跡

近世墓 近世墓内出土遺物（古銭・釘）

図版20
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縄文土器

石器

図版21
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竪穴住居跡出土土器

竪穴住居跡出土石器

図版22
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円形周溝状遺構出土土器

弥生土器（1）

図版23
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弥生土器（2）

採集品

図版24
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あ　と　が　き

一般国道220号鹿屋バイパス建設に伴い，最初の発掘調査が行われたのが昭和60年，今からほん

の20年前のことである。発掘調査準備のため，当時の発掘調査の様子を写真で見て驚いた。写真の

中の「中ノ原・中ノ丸遺跡」は，一面畑地で，牛による耕作が行われているのである。当時として

も，牛による耕作は珍しい風景となっていたために，調査担当者が写真に残したということであっ

たが，現在のこの場所が，写真の中に残る風景と同じ場所であるとは，信じられない変わりようで

あった。

バイパスが開通してからの変化のスピードは，まさに，牛が畑を耕していたスピードと，ひっき

りなしにバイパスを通過していく，自動車のスピードほどの違いがあるのかもしれない。

この地に暮らした縄文時代・弥生時代の人々の時間は，どれくらいの速さで流れていたのであろ

うか。

当時の生活を調べる資料の一つとして，今回の発掘調査が役立てることを願っています。

最後に，調査に当たり御協力いただいた国土交通省大隅河川国道事務所，鹿屋市教育委員会並び

に発掘調査・報告書作成に従事していただいた作業員の方々に心より感謝申し上げます。


